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一�

、
佐
藤
一
斎
の
年
譜
と
し
て
現
在
の
と
こ
ろ
も
っ
と
も
備
わ
っ
て
い
る
の
は
、

田
中
佩
刀
氏
の
「
佐
藤
一
斎
年
譜
」（『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
九
巻
所
収
、
明

徳
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
で
あ
る
。
本
稿
は
、
氏
の
年
譜
か
ら
要
項
を
抜

き
出
し
て
、
そ
こ
に
漏
れ
て
い
る
著
述
な
ど
を
補
い
、
一
斎
の
文
詩
集
『
愛

日
楼
全
集
』（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
河
田
文
庫
所
蔵
本
を
使
用
、
近
世
儒

家
文
集
集
成
第
一
六
巻
〈
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
〉
所
収
）
と
そ
の
諸

稿
本
（
河
田
文
庫
お
よ
び
同
図
書
館
の
特
別
買
上
文
庫
所
蔵
の
『
寛
政
未
定

稿
』『
陳
荘
窩
詩
鈔　

一
斎
甲
稿
鈔
』『
享
和
始
存
稿
』『
一
斎
居
士
甲
子
稿
』

『
一
斎
居
士
稿
』『
愛
日
楼
稿
本
』〈
三
種
〉）
を
分
析
し
て
、
氏
の
年
譜
を
補

正
す
る
こ
と
に
主
と
し
て
努
め
た
。

一
、一
斎
に
関
す
る
事
項
は
○
、
参
考
事
項
は
□
で
示
し
た
。

一�

、『
愛
日
楼
全
集
』
に
つ
い
て
は
愛
全
と
略
記
し
て
巻
数
を
付
記
し
た
（
た

と
え
ば
『
愛
日
楼
全
集
』
巻
二
二
は
、
愛
全
二
二
と
略
記
）。

一�

、
著
述
・
講
義
録
・
選
出
本
・
校
定
本
・
刊
行
本
・
手
写
本
の
所
蔵
場
所
は
、

そ
こ
に
の
み
あ
る
も
の
に
か
ぎ
り
記
し
た
。

一�

、
門
人
の
入
門
時
な
ど
に
つ
い
て
は
、
高
瀬
代
次
郎
『
佐
藤
一
斎
と
其
門

人
』（
南
陽
堂
、
一
九
二
二
年
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
主
な
門
人
（
聴
講
者

も
含
む
）
に
つ
い
て
、
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究　

ア
ル
テ
ス　

リ
ベ
ラ
レ
ス　

（
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
紀
要
）

第
一
〇
二
号　

二
〇
一
八
年
六
月　

二
五
頁
〜
四
七
頁

上
・
下
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
・
一
九
七
〇
年
）
な
ど
を
参
考
に

し
た
。

一
、一
斎
の
書
簡
が
各
地
に
残
っ
て
い
る
。
今
後
の
調
査
を
期
し
た
い
。

安
永
元
年
（
十
一
月
十
六
日
改
元
）　

一
七
七
二　

壬
辰　

一
歳

□
正
月
、
田
沼
意
次
（
一
七
一
九
～
八
八
）
が
老
中
と
な
る
。

○
十
月
二
十
日
、
江
戸
浜
町
の
岩
村
藩
の
藩
邸
で
生
れ
る
。
父
は
同
藩
家
老
佐

藤
信の

ぶ

由よ
り

（
一
七
二
八
～
一
八
一
四
、
字
は
壹
卿
、
通
称
勘
平
、
号
は
文
永
）、

母
は
下
総
関
宿
藩
の
家
老
蒔
田
正
清
の
娘
留と

め

（
一
七
四
〇
～
一
八
一
六
）
で
あ

る
。
二
人
の
間
に
は
す
で
に
一
男
二
女
が
あ
っ
た
が
、
長
男
の
鷹
之
助
は
一
斎

が
生
れ
る
以
前
に
夭
折
し
て
い
た
。
信
由
は
、
同
僚
で
あ
っ
た
小
菅
勝
咸
の
第

三
子
信
久
（
一
七
五
四
～
九
六
、
字
は
敬
之
、
通
称
治
助
）
に
長
女
の
千
恵
を

嫁
が
せ
て
彼
を
嗣
子
と
決
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
一
斎
を
こ
の
信
久
の
義
子
と

し
た
。
信
久
は
寛
政
七
年
七
月
に
信
由
が
致
仕
し
た
の
を
承
け
て
家
老
職
を
継

ぐ
が
、
翌
年
の
八
月
に
病
死
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
を
信
久
の
長
男
信
義
が
継

ぐ
こ
と
に
な
る
。「
献
懐
府
君
墓
誌
」（
愛
全
二
二
）
に
よ
る
に
、
信
久
は
家
老

職
を
一
斎
に
伝
え
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
一
斎
は
「
世
故
」
に
か
か
わ
っ
て

後
を
承
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
「
世
故
」
に
つ
い
て
は
寛

政
三
年
八
月
の
項
参
照
。

安
永
七
年　

一
七
七
八　

戊
戌　

七
歳

○
こ
の
年
、
三
井
親し

ん

和な

（
一
七
〇
〇
～
八
二
）
の
も
と
で
書
道
を
習
う
。
こ
の

年
に
一
斎
が
書
い
た
書
が
東
京
国
立
博
物
館
に
残
る
。
一
幅
は
隷
書
で
「
福

寿
」
と
書
か
れ
た
も
の
。「
文
孝
七
歳
」
の
落
款
が
あ
る
。
も
う
一
幅
は
篆
書

で
「
百
福
寿
」
と
書
か
れ
た
も
の
。「
戊
戌
臘
月
吉
旦
文
孝
七
歳
書
」
の
落
款

が
あ
る
。
少
年
期
に
は
「
文
孝
」
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
十
二
、三

歳
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
成
人
並
み
の
文
字
を
書
い
た
と
い
う
。
少
年
時
代
に
は

ほ
か
に
北
条
流
兵
学
・
小
笠
原
流
礼
学
を
学
び
、
ま
た
藩
医
和
田
圭
言
に
字
を



学
ん
で
い
る
。

天
明
元
年
（
四
月
二
日
改
元
）　

一
七
八
一　

辛
丑　

十
歳

□
こ
の
年
、
岩
村
藩
主
松
平
乗の

り

薀も
り

（
一
七
一
六
～
八
三
）
が
隠
居
し
、
養
子
乗の

り

保や
す

（
一
七
四
九
～
一
八
二
六
、
福
知
山
藩
主
朽く

つ

木き

玄と
お

綱つ
な

の
子
）
が
後
を
継
い

だ
。

天
明
六
年　

一
七
八
六　

丙
午　

十
五
歳

□
八
月
、
老
中
田
沼
意
次
が
失
脚
す
る
。

□
九
月
、
将
軍
徳
川
家
治
（
一
七
三
七
～
八
六
）
が
没
す
る
。

○
こ
の
年
か
前
年
よ
り
宋
学
に
従
う
。
拙
稿
「
佐
藤
一
斎
の
思
想
ー
寛
政
期
を

め
ぐ
っ
て
ー
」（『
日
本
思
想
史
学
』
第
二
〇
号
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。

天
明
七
年　

一
七
八
七　

丁
未　

十
六
歳

□
四
月
、
徳
川
家
斉
（
一
七
七
三
～
一
八
四
一
）
が
将
軍
と
な
る
。

□
六
月
、
松
平
定
信
（
一
七
五
八
～
一
八
二
九
）
が
老
中
首
座
と
な
る
。

天
明
八
年　

一
七
八
八　

戊
申　

十
七
歳

□
正
月
、
柴
野
栗
山
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
七
）
が
幕
府
儒
者
と
な
る
。

寛
政
元
年
（
正
月
二
十
五
日
改
元
）　

一
七
八
九　

己
酉　

十
八
歳

□
九
月
、
岡
田
寒
泉
（
一
七
四
〇
～
一
八
一
六
）
が
幕
府
儒
者
と
な
る
。

○
十
一
月
二
十
三
日
、『
古
文
孝
経
解
意
補
義
』
自
序
。
こ
の
著
作
は
東
京
都

立
中
央
図
書
館
の
河
田
文
庫
に
二
本
あ
る
。
一
本
は
「
古
文
孝
経
解
意
補
義
」

と
題
す
る
自
筆
稿
本
、
も
う
一
本
は
「
孝
経
解
意
補
義
」
と
題
し
、
前
者
を
清

書
し
た
も
の
で
あ
る
。
寛
政
元
年
十
一
月
二
十
三
日
付
け
の
自
序
、
お
よ
び
松

平
衡
（
林
述
斎
、
一
七
六
八
～
一
八
四
一
）
の
翌
年
三
月
の
後
題
が
あ
る
。
こ

の
著
作
は
明
の
孫
本
の
『
孝
経
解
意
』
に
一
斎
が
「
補
義
」
を
加
え
た
も
の
で

あ
り
、『
孝
経
』
の
原
文
を
分
節
し
て
掲
げ
、
つ
ぎ
に
『
孝
経
解
意
』、
つ
ぎ
に

「
補
云
」
と
し
て
「
補
義
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
付
録
に
孫
本
の
『
古

文
孝
経
説
』
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（

１
）。

一
斎
の
自
序
に
は
つ
ぎ
の
語
が
見
え
る
。

「
予
嘗
窃
注
二
二
三
所
一レ
見
、
而
蔵
二
諸
簏
中
一
。
…
…
間
忽
得
二
孫
本
解
意
一

読
レ
之
、
殆
与
二
鄙
衷
一
相
符
。
…
…
往
日
之
解
探
二
諸
簏
中
一
、
而
参
レ
之
較
レ

之
、
於
二
彼
所
一レ
言
、
我
削
レ
之
、
彼
所
レ
未
レ
発
、
我
闡
レ
之
、
命
曰
二
解
意
補

義
一
」。
一
斎
自
身
が
『
孝
経
』
に
つ
い
て
所
見
を
注
し
た
も
の
が
ま
ず
あ
り
、

の
ち
に
孫
本
の
著
作
に
出
会
い
、
孫
本
が
言
っ
て
い
る
部
分
は
自
分
の
見
解
を

削
り
、
孫
本
が
言
っ
て
い
な
い
部
分
は
自
分
の
見
解
を
加
え
た
。
と
い
う
こ
と

は
「
補
義
」
の
部
分
に
一
斎
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
孫
本

の
「
解
意
」
の
部
分
も
一
斎
の
見
解
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

寛
政
二
年　

一
七
九
〇　

庚
戌　

十
九
歳

□
五
月
二
十
四
日
、
い
わ
ゆ
る
寛
政
異
学
の
禁
が
発
令
さ
れ
る
。

○
冬
、『
石
経
大
学
攷
』
自
題
。
河
田
文
庫
所
蔵
（
自
筆
本
）。

○
十
一
月
一
日
、『
論
語
互
弁
』
自
序
。
同
年
十
二
月
佐
藤
惟
孝
識
、
同
年

十
二
月
十
六
日
杉
本
良
敬
識
。
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
。
な
お
『
蘐
園
闢
蕪
』（
第

十
一
則
・
第
十
四
則
）
中
に
そ
の
書
名
が
見
え
る
。

○
こ
の
年
、
岩
村
藩
主
松
平
乗
保
の
近
侍
と
な
る
。
岩
村
町
歴
史
資
料
館
所
蔵

の
『
岩
邑
藩
士
歴
世
略
譜（

２
）』

に
は
、
取
次
上
座
・
玄
関
番
と
見
え
て
い
る
。

○
こ
の
年
、
松
平
衡
（
林
述
斎
）
と
と
も
に
井
上
四
明
や
鷹
見
星せ

い

皐こ
う

の
門
に

出
入
り
す
る
。
井
上
四
明
（
一
七
三
〇
～
一
八
一
九
、
井
上
蘭
台
の
門
下
）

と
の
関
係
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
一
斎
が
寛
政
期
に
著
し
た
『
心
得
録
』

の
た
め
に
四
明
が
書
い
た
「
題
心
得
録
」（
と
も
に
愛
全
一
）
が
残
る
。
ま

た
「
賀
四
明
翁
八
十
」（
文
化
六
年
、
愛
全
五
〇
）
の
詩
が
あ
る（

３
）。

鷹
見
星
皐

（
一
七
五
〇
～
一
八
一
一
、
徂
徠
門
下
の
鷹
見
爽そ

う

鳩き
ゅ
うの

孫
）
と
の
関
係
と
し
て
、

一
斎
は
み
ず
か
ら
所
蔵
し
て
い
た
『
四
庫
全
書
簡
明
目
録
』
の
公
刊
を
星
皐
か
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ら
要
請
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
承
諾
し
た
一
斎
は
星
皐
の
校
定
作
業
に
協
力
し

て
い
る
（
享
和
二
年
刊
行
、「
刻
四
庫
全
書
簡
明
目
録
序
」
愛
全
五
）。『
四
庫

全
書
簡
明
目
録
』
は
清
の
于う

敏び
ん

中ち
ゅ
うら

が
編
纂
し
た
も
の
で
『
四
庫
全
書
』
中
の

各
書
の
解
題
を
簡
明
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
詩
の
や
り
取
り
も
し
て
お

り
、「
星
皐
先
生
墓
碣
銘
」（
文
化
九
年
、
愛
全
一
八
）
を
作
っ
て
い
る（

４
）。

○
こ
の
年
、
友
人
杉
本
樗ち

ょ

園え
ん

（
一
七
七
〇
～
一
八
三
六
、
名
は
良
・
良
敬
、
字

は
子
敬
、
通
称
は
仲
温
、
の
ち
の
幕
府
医
官
）
と
と
も
に
蛮
行
を
悔
悟
し
、
天

下
第
一
等
の
事
を
為
さ
ん
と
志
す
。
天
明
六
年
の
項
記
載
の
拙
稿
参
照
。

寛
政
三
年　

一
七
九
一　

辛
亥　

二
十
歳

○
二
月
、『
蘐け

ん

園え
ん

闢へ
き

蕪ぶ

』
成
る
。
一
斎
は
徂
徠
学
批
判
の
書
『
蘐
園
闢
蕪
』（
内

題
。
外
題
は
「
弁
道
闢
蕪
」。
自
筆
本
）
を
著
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
嗣
子
立

軒
（
一
八
二
二
～
八
五
）
が
弘
化
三
年
に
手
写
整
理
し
た
も
の
が
『
弁
道
薙て

い

蕪ぶ

』
で
あ
る
。
二
本
と
も
河
田
文
庫
所
蔵
。『
蘐
園
闢
蕪
』
に
は
巻
末
に
総
括

が
付
さ
れ
て
い
る
が
、『
弁
道
薙
蕪
』
で
は
そ
れ
を
削
っ
て
、
代
わ
り
に
立
軒

の
跋
を
付
し
て
い
る
。
そ
の
総
括
中
に
は
「
寛
政
辛
亥
春
二
月
」
の
語
が
見

え
る
。
な
お
『
弁
道
薙
蕪
』
は
『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
一
巻
（
明
徳
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

○
二
月
か
ら
翌
寛
政
四
年
六
月
の
間
、
王
陽
明
に
対
し
て
関
心
を
抱
き
、
陸
象

山
に
も
引
か
れ
、
陸
王
学
を
取
り
入
れ
て
い
く
。
天
明
六
年
の
項
記
載
の
拙
稿

参
照
。

○
八
月
、
故
あ
っ
て
職
を
免
ぜ
ら
れ
、
十
月
に
仕
籍
を
脱
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

る
。
一
斎
が
懐
徳
堂
で
中
井
竹
山
に
学
ん
で
帰
る
折
り
、
竹
山
か
ら
贈
ら
れ
た

語
が
「
困
而
後
寤
、
仆
而
復
興
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
免
職
と
寛
政

四
年
二
月
の
遊
学
と
は
一
連
の
事
件
で
あ
っ
て
、
一
斎
の
挫
折
感
は
長
く
尾

を
引
い
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
林
述
斎
は
「
不
レ

図
坐
レ
事
解
レ
職
」（「
愛
日
楼
文
詩
叙（

５
）」）

と
証
言
し
て
い
る
。
さ
き
の
『
岩
邑

藩
士
歴
世
略
譜
』
に
は
「
不
埒
之
れ
あ
り
。
治
助
よ
り
相
い
願
い
、
永
の
御

暇
」
と
あ
る
。
治
助
は
佐
藤
信
久
の
こ
と
。
岩
村
藩
で
何
が
あ
っ
た
の
か
。
田

中
氏
も
年
譜
中
に
引
い
て
い
る
が
、
あ
る
日
墨
田
川
で
同
藩
の
友
人
と
舟
遊
び

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
友
人
が
誤
っ
て
川
に
落
ち
溺
死
し
た
の
で
一
斎
は
藩
に

は
帰
れ
な
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
江
戸
を
出
奔
し
て
大
坂
に
向
か
っ
た
と
い
う
逸

話
が
残
る
（『
佐
籐
一
斎
と
其
門
人
』
二
九
頁
所
収
）。
し
か
し
「
そ
の
ま
ま
出

奔
」
と
い
う
の
で
は
一
連
の
経
緯
に
合
わ
な
い
。
逸
話
の
潤
色
を
考
え
れ
ば
、

実
際
こ
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
て
そ
の
結
果
免
職
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
寺
石
正
路
『
南
学
史
』（
冨
山
房
、
一
九
三
四
年
）
に
は
、
晩
年
の
一

斎
に
師
事
し
た
西
村
尚
軒
の
談
話
と
し
て
、「
翁
の
若
年
の
事
を
聞
き
し
に
、

二
十
歳
の
頃
墨
田
川
に
舟
遊
す
。
折
柄
三
浦
御
崎
よ
り
将
軍
家
献
上
の
鰹
船
押

切
り
櫓
に
て
入
り
来
る
。
咄
嗟
の
間
避
く
る
遑
な
く
船
衝
突
し
、
此
方
の
乗
船

沈
没
し
、
之
が
為
め
同
船
の
女
子
溺
死
し
、
遂
に
累
を
受
け
近
侍
を
免
ぜ
ら

れ
た
り
と
」（
八
六
七
頁
）
と
い
う
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
尚
軒
が
直
接
一
斎

か
ら
聞
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、
や
は
り
こ
の
事
件
が
免
職
の
原
因
だ
と
い
う
可

能
性
が
高
い
。『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
一
四
巻
（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

の
池
上
博
之
氏
の
解
説
で
は
、
舟
が
転
覆
し
同
僚
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
い

う
。
ま
た
寛
政
三
年
は
宋
学
か
ら
陽
明
学
へ
と
関
心
が
移
る
時
期
に
当
た
る
。

あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る
寛
政
異
学
の
禁
も
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お

安
永
元
年
の
項
の
「
世
故
」
と
は
、
こ
の
免
職
一
件
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
寛
政
四
年
の
項
の
捨
蔵
へ
の
改
称
は
、
岩
村
藩
免
職
に
か
か

わ
っ
て
の
疎
外
感
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

□
九
月
、
尾
藤
二じ

洲し
ゅ
う（

一
七
四
五
～
一
八
一
三
）
が
幕
府
儒
者
と
な
る
。

□
こ
の
年
、
佐
賀
か
ら
古
賀
精
里
（
一
七
五
〇
～
一
八
一
七
）
が
出
て
き
て
幕

命
に
よ
り
昌
平
黌
で
経
典
を
講
じ
て
い
る
。

寛
政
四
年　

一
七
九
二　

壬
子　

二
十
一
歳

○
二
月
、
衡
の
勧
め
で
大
坂
に
遊
学
し
、
暦
学
者
間は

ざ
ま大

業
の
家
に
宿
泊
し
て
懐

徳
堂
の
中
井
竹
山
（
一
七
三
〇
～
一
八
〇
四
）
に
師
事
す
る
。
こ
こ
で
竹
山
の
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子
の
曽
弘
（
一
七
六
七
～
一
八
〇
三
、
字
は
伯
毅
、
号
は
蕉
園
）
や
の
ち
の
新

見
藩
儒
の
丸
川
松
隠
（
一
七
五
八
～
一
八
三
一
）
な
ど
の
友
人
を
得
る
。
京
都

の
皆
川
淇
園
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
七
）
を
訪
問
し
て
い
る
。
同
年
六
月
に

帰
る
。
そ
の
折
り
に
竹
山
か
ら
「
困
而
後
寤
、
仆
而
復
興
」
の
語
を
贈
ら
れ

る
。
遊
学
の
折
り
の
竹
山
と
の
関
係
に
つ
い
て
『
言
志
晩
録
』
別
存
（
第
四
四

条
）
に
は
、
日
夜
竹
山
の
傍
ら
に
い
て
夜
半
ま
で
「
討
二
論
経
義
一
」
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
左
伝
雕
題
略
叙
」（
弘
化
三
年
、
愛
全
九
）
に
は
よ

り
詳
し
く
、
一
斎
が
経
典
に
つ
い
て
の
「
鄙
見
」
を
示
す
と
、
竹
山
は
「
可

否
」
を
述
べ
て
「
折
中
」
し
た
こ
と
、
ま
た
竹
山
と
弟
履
軒
（
一
七
三
二
～

一
八
一
七
）
と
は
「
持
論
」
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
一
斎
は
履
軒
と

も
徹
底
的
に
「
討
論
」
し
た
こ
と
、
一
斎
は
履
軒
の
『
春
秋
左
伝
雕
題
略
』
を

一
部
写
し
て
も
ち
帰
り
、
つ
ね
に
生
徒
に
示
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
一
斎
門
下
の
林
鶴
梁
（
一
八
〇
六
～
七
八
）
の
「
作
文
秘
訣
」（
林

圭
次
編
、
芳
村
正
秉
校
『
鶴
梁
文
鈔
続
編
』
一
八
八
一
年
刊
）
に
は
、
竹
山
は

つ
ね
に
『
春
秋
左
氏
伝
』
や
『
唐
宋
八
家
文
』
な
ど
の
暗
唱
を
一
斎
に
課
し
て

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
一
斎
は
懐
徳
堂
に
て
竹
山
に
師
事
し

た
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
履
軒
と
の
関
係
も
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

○
こ
の
年
の
大
坂
遊
学
の
折
り
の
紀
行
詩
『
西
遊
詩
草
』
一
巻
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。「
西
遊
漫
草
序
」（
愛
全
四
）
参
照
。
た
だ
し
こ
の
名
で
の
ま
と
ま
っ

た
詩
集
は
存
否
不
明
。

○
八
月
、『
啓
蒙
図
攷
』
自
序
。
河
田
文
庫
所
蔵
。

○
こ
の
年
、
初
名
の
信
行
を
坦た

い
ら、

通
称
の
幾
久
蔵
を
捨
蔵
と
改
め
る
。
字
は
大

道
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
公
道
（
井
上
四
明
「
題
心
得
録
」
愛
全
一
・
林
述
斎

「
送
公
道
西
游
」『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
所
収
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。

寛
政
五
年　

一
七
九
三　

癸
丑　

二
十
二
歳

○
二
月
二
日
、
林
錦
峰
（
一
七
六
七
～
九
三
、
名
は
信
敬
）
に
入
門
し
、
そ
の

邸
内
に
寓
居
す
る
。
四
月
二
十
日
に
錦
峰
が
没
し
、
七
月
に
元
岩
村
藩
主
松
平

乗
薀
の
第
三
子
衡た

い
らが

後
を
継
ぎ
、
十
二
月
に
大
学
頭
林
述
斎
と
な
る
。
一
斎
は

そ
の
ま
ま
述
斎
の
門
人
と
な
っ
た
。
林
家
の
門
人
帳
『
升
堂
記（

６
）』

に
は
、
中
嶋

左
仲
な
る
人
物
（
不
詳
）
の
紹
介
で
入
門
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
四
月
五
日
、
袁え

ん

燮し
ょ
う（

宋
、
陸
象
山
門
下
）『
絜
斎
毛
詩
経
筵
講
義
』
手
写
了
。

巻
末
に
「
題
毛
詩
講
義
後
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
末
尾
に
「
寛
政
癸
丑
四

月
端
午　

惟
一
斎　

手
識
」
の
語
が
見
え
る
。「
題
絜
斎
毛
詩
経
筵
講
義
後
」

（
愛
全
二
六
）
参
照
。
河
田
文
庫
所
蔵
。

□
七
月
、
松
平
定
信
が
老
中
を
罷
免
さ
れ
る
。

○
十
二
月
六
日
、『
心
得
録
』
井
上
四
明
題
。
こ
れ
は
全
八
十
条
の
箴
言
集
・

随
想
録
で
の
ち
の
「
言
志
四
録
」
に
つ
な
が
る
性
格
の
著
作
で
あ
る
。『
寛
政

未
定
稿
』
巻
四
所
収
、
の
ち
愛
全
一
に
収
録
。
な
お
田
中
佩
刀
氏
が
嘉
永
六
年

の
も
の
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

○
こ
の
年
、
骨
董
家
が
王
陽
明
の
書
軸
を
売
り
に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
内
容

は
蘇
東
坡
の
「
墨
妙
亭
詩
」
で
あ
る
。
高
価
な
た
め
一
斎
に
は
買
う
こ
と
が
で

き
ず
、
中
村
景
蓮
な
る
人
物
の
手
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
文
政
年
間
に
一

斎
の
手
に
渡
る
こ
と
に
な
る
（「
王
文
成
公
真
蹟
跋
」
愛
全
二
九
）。

○
『
愛
日
楼
手
抄
』
手
写
。
内
容
は
、
蔡
淵
（
宋
）『
易
象
意
言
』・
張
淏

（
宋
）『
雲
谷
雑
記
』・
朱
国
祚
（
明
）
編
『
湧
幢
小
品
』・
張
栻
（
宋
）『
南
軒

文
集
』・
田
芸
蘅
（
明
）『
香
宇
外
集
』・『
櫟
翁
稗
説
』・
黄

龔
『
楊
復
所
先

生
家
蔵
文
集
抄
』。
河
田
文
庫
所
蔵
。

○
こ
の
年
の
こ
ろ
か
ら
、
松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
～
一
八
四
四
）、
清
水
赤
城

（
一
七
六
六
～
一
八
四
八
）、
市
野
隼
卿
ら
と
交
際
し
て
い
る
。

寛
政
六
年　

一
七
九
四　

甲
寅　

二
十
三
歳

○
四
月
、
仁
正
寺
藩
主
市
橋
長
昭
の
帰
藩
を
送
り
、
逆
境
下
の
状
況
を
述
懐
し

て
い
る
（「
送
仁
正
侯
還
藩
序
」
愛
全
四
）。

□
十
二
月
、
幕
府
儒
者
岡
田
寒
泉
が
転
職
す
る
。
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寛
政
七
年　

一
七
九
五　

乙
卯　

二
十
四
歳

○
一
月
、『
発
音
発
』
を
著
す
。

□
七
月
、
父
信
由
が
致
仕
し
て
義
兄
の
信
久
が
家
老
職
を
継
ぐ
。

○
こ
の
年
以
降
に
『
大
学
一
家
私
言
』
を
著
し
て
い
る
。

寛
政
八
年　

一
七
九
六　

丙
辰　

二
十
五
歳

○
二
月
、
致
仕
し
た
父
信
由
と
畿
内
に
遊
び
、
大
和
、
伊
勢
、
摂
津
、
播
磨
の

名
勝
を
探
訪
し
た
。
そ
の
折
り
の
紀
行
文
詩
『
西
遊
漫
草
』
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。「
西
遊
漫
草
序
」（
愛
全
四
）
参
照
。
た
だ
し
こ
の
名
で
の
ま
と
ま
っ
た

詩
集
は
存
否
不
明
。

□
五
月
、
古
賀
精
里
が
幕
府
儒
者
と
な
る
。

○
六
月
、
本
所
の
東
江
寺
で
何
年
か
ぶ
り
で
山
本
北
山
（
一
七
五
二
～

一
八
一
二
）
と
再
会
し
た
。
北
山
と
は
大
坂
遊
学
以
前
に
一
度
会
っ
て
い
る
。

二
人
が
親
し
く
付
き
合
う
よ
う
に
な
る
の
は
こ
の
再
会
以
後
で
あ
る
。
北
山
は

古
文
辞
学
派
（
徂
徠
学
派
）
の
詩
作
を
批
判
し
た
性
霊
派
の
旗
手
、
ま
た
い
わ

ゆ
る
寛
政
異
学
の
禁
に
反
抗
し
た
五
鬼
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
斎

は
北
山
の
依
頼
で
随
筆
『
孝
経
楼
漫
録
』
の
序
文
を
書
き
、
正
学
派
朱
子
学
者

を
批
判
し
て
い
る
（「
孝
経
楼
漫
録
序
」
愛
全
四
）。
の
ち
に
な
っ
て
文
化
年
間

に
は
詩
論
『
孝
経
楼
詩
話
』
に
序
文
を
書
い
て
い
る
（「
孝
経
楼
詩
話
叙
」
愛

全
六
）。

□
八
月
十
六
日
、
佐
藤
信
久
が
没
す
る
。
信
久
の
長
男
信
義
（
生
没
年
不
詳
）

が
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。

寛
政
九
年　

一
七
九
七　

丁
巳　

二
十
六
歳

□
十
月
、
幕
府
儒
者
柴
野
栗
山
が
転
職
す
る
。

○
冬
、
幕
臣
片
岡
思
温
（
名
は
包
孝
）
の
娘
栞
（
一
七
七
五
～
一
八
〇
四
、
字

は
如
蘭
、
号
は
香
圃
女
史
）
と
結
婚
し
た
。
二
年
後
に
は
長
女
が
生
ま
れ
希き

楚そ

と
名
づ
け
た
。

寛
政
十
一
年　

一
七
九
九　

己
未　

二
十
八
歳

○
九
月
以
前（

７
）、『

古
本
大
学
』
書
入
。
河
田
文
庫
所
蔵
（
図
書
番
号

123K
W

50

・123K
W

52

）。

○
九
月
、「
塾
規
三
条
」（『
俗
簡
焚
余
』
所
収
）
を
定
め
る
。

寛
政
十
二
年　

一
八
〇
〇　

庚
申　

二
十
九
歳

○
四
月
六
日
、
平
戸
藩
主
松ま

つ

浦ら

静
山
（
一
七
六
〇
～
一
八
四
一
、
在
任

一
七
七
五
～
一
八
〇
六
）
の
招
き
で
出
発
。
長
崎
と
平
戸
に
赴
く
。
平
戸
の

藩
校
維
新
館
で
『
大
学
』
の
講
義
を
す
る
。
帰
途
大
坂
で
皆
川
淇
園
に
再
会

し
、
九
月
に
帰
っ
て
来
る
。
静
山
は
寛
政
の
初
年
に
江
戸
藩
邸
内
の
学
館
を
落

成
さ
せ
た
折
り
に
も
一
斎
を
招
き
開
講
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
（『
佐
藤
一
斎
と

其
門
人
』
五
六
四
頁
参
照
）。
ま
た
静
山
は
、
文
化
二
年
の
夏
に
江
戸
に
向
か

う
途
中
で
漢
詩
を
何
篇
か
作
っ
て
そ
れ
を
『
東
行
詩
草
』
と
し
た
が
、
一
斎
は

そ
の
添
削
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
（「
東
行
詩
草
叙
」
愛
全
六
）。
天
保
六
年
、
静

山
は
山
鹿
素
行
の
『
聖
教
要
録
』
を
蔵
板
に
し
た
い
と
林
述
斎
に
相
談
し
、
こ

の
著
作
を
見
せ
て
い
る
が
、
述
斎
は
自
分
の
意
向
を
一
斎
を
通
じ
て
伝
え
、
差

し
控
え
る
の
が
よ
い
と
説
い
て
い
る
（
天
保
六
年
十
二
月
十
八
日
付
け
、
静

山
宛
て
一
斎
書
簡
、
東
洋
文
庫
『
甲
子
夜
話
三
篇
２
』〈
平
凡
社
、
一
九
八
二

年
〉
巻
二
三（

８
））。

ま
た
こ
の
旅
行
中
、
や
は
り
長
崎
に
遊
学
し
て
い
た
朝
川
善

庵
（
一
七
八
一
～
一
八
四
九
）
と
知
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
（「
古
文
孝
経
私

記
叙
」
愛
全
七
）。

（
寛
政
年
間
）

○
寛
政
元
年
～
五
年
の
間
、『
九
卦
広
義
』
成
る
。
松
平
衡
跋
。
衡
が
林
家
を

継
ぐ
寛
政
五
年
ま
で
の
寛
政
年
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
寛
政
未
定
稿
』

巻
二
所
収
、
の
ち
愛
全
二
に
収
録
。

○
宋
学
時
代
に
「
理
学
真
偽
論
」（
愛
全
一
五
）
を
著
す
。

○
『
伊
川
撃
壌
集
』
選
出
。
門
下
生
の
た
め
。
こ
れ
は
北
宋
の
邵
康
節
の
思
想
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詩
集
で
あ
り
、
性
情
正
し
い
心
か
ら
発
し
て
世
の
な
か
の
悪
弊
を
正
す
詩
集
と

し
て
一
斎
み
ず
か
ら
玩
味
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。「
選
撃
壌
集
序
」（
愛
全

五
）
参
照
。
存
否
不
明
。

○
『
寛
政
未
定
稿
』
六
巻
四
冊
。
第
一
冊
ー
目
録
・「
跋
九
卦
広
義
」（
松
平

衡
）・「
題
心
得
録
」（
井
上
四
明
）・
巻
一
（
文
一
九
篇
）・
巻
二
（
文
一
五
篇
）。

第
二
冊
ー
目
録
・
巻
三
（
文
二
八
篇
）・
巻
四
（「
心
得
録
」）。
第
三
冊
ー
目

録
・
巻
五
（
文
二
六
篇
）。
第
四
冊
ー
目
録
・
巻
六
（
詩
一
六
二
篇
）。
河
田
文

庫
所
蔵
。

○
『
陳
荘
窩
詩
鈔　

一
斎
甲
稿
鈔
』
一
冊
。「
陳
荘
窩
詩
鈔
」（
詩
四
二
篇
）。

「
一
斎
甲
稿
鈔
」（
文
二
一
篇
）。
河
田
文
庫
所
蔵
。

○
こ
の
こ
ろ
か
ら
近
江
仁に

正し
ょ
う

寺じ

藩
主
市
橋
長
昭
（
一
七
七
三
～
一
八
一
四
、

在
任
一
七
八
五
～
一
八
〇
四
）
と
親
し
く
、
一
斎
は
長
昭
の
た
め
に
詩
文
を

作
っ
た
り
対
読
し
た
り
し
て
い
る（

９
）。

○
三
谷
慎
斎
（
生
没
年
不
詳
）
が
師
事
し
て
い
る
。

享
和
元
年
（
二
月
五
日
改
元
）　

一
八
〇
一　

辛
酉　

三
十
歳

□
九
月
二
十
九
日
、
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
～
一
八
〇
一
）
が
没
す
る
。

享
和
二
年　

一
八
〇
二　

壬
戌　

三
十
一
歳

○
十
月
十
五
日
、
門
人
の
斉
藤
文
徳
を
連
れ
て
武
州
本
牧
（
現
在
の
横
浜
市
中

区
）
の
錦
屏
海
に
遊
び
、『
追
蘇
遊
録
』
を
作
る
。

○
朱
鶴
齢
（
清
）
編
『
尚
書
埤
伝
』
手
写
。
河
田
文
庫
所
蔵
。

（
享
和
年
間
）

○
『
享
和
始
存
稿
』
四
冊（

（1
（

。
第
一
冊
ー
辛
酉
（
享
和
元
年
）
巻
上
（
文
二
〇

篇
）・
巻
下
（
詩
五
五
篇
）。
第
二
冊
ー
壬
戌
（
享
和
二
年
）
巻
上
（
文
一
五

篇
）・
巻
中
（
文
一
一
篇
）。
第
三
冊
ー
壬
戌
巻
下
（
詩
九
六
篇
・「
追
蘇
遊

録
」）。
第
四
冊
ー
癸
亥
（
享
和
三
年
）
巻
上
（
文
二
〇
篇
）・
巻
下
（
詩
八
三

篇
）。
河
田
文
庫
所
蔵
。

○
六
歳
年
下
の
幕
臣
で
の
ち
に
『
御
実
紀
』
の
編
纂
を
行
う
こ
と
に
な
る
成
島

司
直
（
一
七
七
八
～
一
八
六
二
、
号
は
東
岳
）
と
は
こ
の
こ
ろ
よ
り
親
し
く
、

水
月
楼
で
の
詩
会
に
加
わ
り
、
生
涯
の
付
き
合
い
を
し
て
い
く（

（1
（

。

○
市
河
寛
斎
の
子
で
七
歳
年
上
の
書
家
米
庵
（
一
七
七
九
～
一
八
五
八
、
名
は

三
亥
、
字
は
孔
陽
、
号
は
米
庵
の
ほ
か
に
小
山
林
堂
な
ど
）
と
は
こ
の
こ
ろ
よ

り
親
し
い
。
米
庵
は
昌
平
黌
に
入
っ
て
林
述
斎
、
柴
野
栗
山
ら
に
儒
学
を
学
ん

だ
。
文
政
四
年
以
降
、
金
沢
藩
の
世
子
前
田
斉な

り

康や
す

の
侍
講
と
な
る
。『
愛
日
楼

全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
序
文
を
見
る
と
、
ほ
か
の
依
頼
者
に
対
し
て
は
一

人
あ
た
り
多
く
と
も
二
篇
書
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
米
庵
の
依
頼

で
書
い
た
序
文
は
全
七
十
六
篇
中
七
篇
あ
る
。
そ
れ
も
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

か
ら
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
ま
で
及
ぶ（

（1
（

。
二
人
の
交
流
は
も
っ
と
注
目
さ

れ
て
よ
い
。

○
享
和
・
文
化
年
間
に
因
幡
若わ

か

桜さ

藩
の
前
藩
主
池
田
定
常
（
一
七
六
七
～

一
八
三
三
、
在
位
一
七
八
五
～
一
八
〇
一
、
号
は
冠
山
・
天
山
な
ど
）
の
陶
白

堂
や（

（1
（

、
姫
路
藩
主
酒
井
忠
道
（
一
七
七
七
～
一
八
三
七
、
在
任
一
七
九
〇
～

一
八
一
四
）
の
藩
邸
に
赴
い
て（

（1
（

、
講
義
を
し
た
り
詩
会
に
参
加
し
た
り
し
て
い

る
。

○
こ
の
こ
ろ
か
ら
北
条
藩
世
子
水
野
忠
篤
（
一
七
八
七
～
一
八
〇
六
、
号
は
鑑

海
）
と
交
流
が
あ
る（

（1
（

。

文
化
元
年
（
二
月
十
一
日
改
元
）　

一
八
〇
四　

甲
子　

三
十
三
歳

○
正
月
十
五
日
か
ら
四
月
八
日
ま
で
、
八や

代よ

洲す

河が

岸し

の
林
家
邸
宅
の
西
隣
に
愛

日
楼
を
新
築
す
る
た
め
、
佐
藤
信
義
の
竜
口
の
邸
宅
に
寓
居
す
る
。
そ
の
間
の

日
記
が
『
僑
居
日
記
』
と
し
て
残
る
。

□
二
月
、
中
井
竹
山
が
没
す
る
。

○
八
月
十
六
日
、
妻
栞
を
失
う
。
一
斎
と
栞
の
間
に
は
希
楚
、
燕え

ん

、
鉉げ

ん

と
い
う

三
人
の
娘
が
あ
っ
た
。
希
楚
は
聡
明
な
娘
で
あ
っ
た
が
文
化
三
年
一
月
二
十
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日
、
当
時
は
や
っ
て
い
た
天
然
痘
に
感
染
し
て
八
歳
で
夭
折
し
て
し
ま
う
。
燕

は
弘
前
藩
士
の
松
前
直
一
と
結
婚
。
鉉
は
昌さ

か

谷や

碩せ
き

（
精
渓
）
と
結
婚
し
た
が
数

か
月
後
に
病
没
し
て
し
ま
う
。
な
お
そ
の
後
、
坂
本
氏
と
結
婚
し
た
が
す
ぐ
に

離
婚
し
て
い
る
。
こ
の
坂
本
氏
と
の
間
に
は
長
男
の
滉
（
通
称
は
慎
左
衛
門
）

が
生
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
滉
は
放
蕩
不
羈
で
父
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
佐
藤

信
義
の
養
子
に
し
よ
う
と
す
る
も
、
家
を
飛
び
出
し
て
幕
府
徒
士
田
口
某
の
養

子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
斎
は
性
善
説
は
成
り
立
た
な
い
の
か
と
つ
ね
に
嘆

い
て
い
た
と
い
う
（
楠
本
碩
水
『
先
師
佐
藤
一
斎
先
生
遺
事
』〈『
楠
本
端
山
・

碩
水
全
集
』
葦
書
房
、
一
九
八
〇
年
〉
所
収
・『
岩
邑
藩
士
歴
世
略
譜
』）。

○
『
一
斎
居
士
甲
子
稿
』
三
巻
一
冊
。
巻
上
（
文
一
二
篇
）・
巻
中
（
詩
三
八

篇
）・
巻
下
（「
僑
居
日
記
」）。
河
田
文
庫
所
蔵
。

○
こ
の
年
、
江
戸
に
来
て
い
た
菅
茶
山
（
一
七
四
八
～
一
八
二
七
）
の
訪
問
を

得
て
い
る
。
一
斎
は
寛
政
十
二
年
の
長
崎
・
平
戸
旅
行
の
途
中
で
は
じ
め
て
茶

山
の
存
在
を
知
っ
た
。
江
戸
に
帰
っ
て
伊
沢
子し

琢た
く

か
ら
そ
の
詩
集
を
見
せ
て
も

ら
い
詩
に
巧
み
な
こ
と
を
知
る
。
面
会
の
機
会
を
得
た
一
斎
は
、
茶
山
が
備
後

の
茶
山
を
描
い
た
『
春
川
釣
魚
詩
画
』
の
序
文
依
頼
に
答
え
て
い
る
（「
春
川

釣
魚
詩
画
序
」
愛
全
六（

（1
（

）。

○
こ
の
年
の
こ
ろ
、
大
窪
詩
仏
（
一
七
六
七
～
一
八
三
七
）
の
訪
問
を
受
け
て

い
る
。
詩
仏
は
寛
政
期
に
柏
木
如
亭
と
と
も
に
二に

痩そ
う

詩
社
を
結
ん
で
、
心
の
性

霊
に
も
と
づ
く
清
新
な
漢
詩
を
鼓
吹
し
て
い
た
が
、
の
ち
文
化
三
年
以
降
は
神

田
お
玉
が
池
に
詩
聖
堂
を
営
み
、
江
戸
漢
詩
壇
を
指
導
し
て
い
く
。
江
戸
の
書

肆
、
金
蘭
社
の
七
家
か
ら
于
済
（
元
）
の
『
聯
珠
詩
格
』
新
刻
の
依
頼
を
受

け
て
い
た
詩
仏
は
、
こ
の
書
の
校
訂
を
す
る
た
め
に
一
斎
の
蔵
本
を
借
り
に

来
た
の
で
あ
る
（「
刻
聯
珠
詩
格
叙
」
愛
全
六
、
山
本
北
山
『
孝
経
楼
詩
話
』

四
二
・
同
「
新
刻
唐
宋
聯
珠
詩
格
序（

（1
（

」）。『
聯
珠
詩
格
』
と
は
唐
宋
の
七
言
絶

句
を
詩
格
に
応
じ
て
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
斎
の
蔵
書
は
当
時
の
文
人
に

と
っ
て
も
魅
力
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
こ
の
年
の
こ
ろ
、
画
家
の
谷
文
晁
（
一
七
六
三
～
一
八
四
〇
）
と
頻
繁
に
交

流
し
て
い
た（

（1
（

。

文
化
二
年　

一
八
〇
五　

乙
丑　

三
十
四
歳

○
十
一
月（

（1
（

、
林
家
塾
の
塾
長
と
な
る
。
林
家
塾
長
と
は
ど
の
よ
う
な
立
場
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
昌
平
黌
で
は
、
寛
政
九
年
十
二
月
に
林
述
斎
の
建
議
に
よ
り
聖

堂
と
塾
舎
の
出
納
を
勘
定
奉
行
の
管
理
下
に
移
す
こ
と
と
な
り
、
同
十
二
年
三

月
に
は
こ
れ
ら
の
建
物
の
修
築
が
完
成
す
る
。
さ
ら
に
同
年
四
月
に
は
今
後
の

教
育
方
針
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
幕
府
の
直
営
と
な
っ
た
学
問
所
は
も
っ

ぱ
ら
旗
本
・
御
家
人
の
子
弟
の
た
め
の
学
校
と
さ
れ
た
。
そ
こ
に
問
題
を
感

じ
た
林
述
斎
・
古
賀
精
里
・
尾
藤
二
洲
が
享
和
元
年
八
月
に
建
議
を
し
た
結

果
、
さ
ら
に
藩
士
・
浪
人
を
収
容
す
る
た
め
の
書
生
寮
が
増
築
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
昌
平
坂
学
問
所
は
整
え
ら
れ
た
（
石
川

謙
『
日
本
学
校
史
の
研
究
』〈
小
学
館
、
一
九
六
〇
年
〉・
和
島
芳
男
『
昌
平
黌

と
藩
学
』〈
至
文
堂
、
一
九
六
二
年
〉・
同
『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』〈
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
八
年
〉
参
照
）。
と
こ
ろ
で
石
川
氏
は
、
林
家
は
昌
平
坂
の
塾

舎
の
ほ
か
に
八
代
洲
河
岸
に
も
、
い
っ
そ
う
私
的
な
塾
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る（

（2
（

。
つ
ま
り
昌
平
坂
の
塾
舎
が
収
公
さ
れ
た
あ
と
で
も
、
八

代
洲
河
岸
の
塾
が
学
問
所
と
は
別
組
織
と
い
う
か
た
ち
で
存
続
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
と
、
愛
日
楼
が
八
代
洲
河
岸
の
林
家
の
邸
宅
の
西

隣
に
あ
っ
た
こ
と
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
一
斎
は
そ
の
八
代
洲
河
岸
の
林
家

塾
（
公
私
が
分
離
さ
れ
た
の
ち
の
私
塾
）
の
塾
長
と
な
っ
た
も
の
と
見
て
よ
か

ろ
う（

（2
（

。
で
あ
る
か
ら
、
一
斎
が
林
家
塾
長
に
な
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
幕
府
と

の
か
か
わ
り
が
強
く
な
っ
た
か
の
よ
う
に
見
る
の
は
当
た
ら
な
い
。
一
斎
は

さ
っ
そ
く
林
家
の
門
人
帳
『
升
堂
記
』
の
検
索
に
便
利
な
よ
う
に
、
林
単
山

（
孔
彰
）
に
索
引
を
作
ら
せ
て
い
る
（「
題
声
類
升
堂
記
」
文
化
二
年
、
愛
全

二
七
）。
一
斎
は
天
保
十
二
年
に
幕
府
儒
者
と
な
る
ま
で
こ
の
任
を
務
め
て
い

た
よ
う
で
あ
る（

（2
（

。
そ
の
後
は
河
田
迪
斎
が
継
ぐ
こ
と
に
な
る
（「
跋
快
烈
公
手

簡
後
」
愛
全
三
四
）。
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文
化
三
年　

一
八
〇
六　

丙
寅　

三
十
五
歳

○
二
月
二
十
八
日
、
林
述
斎
に
従
っ
て
小
金
井
に
桜
を
見
に
行
き
『
小
金
井
観

桜
記
』
を
作
る
。

○
四
月
十
二
日
、
門
人
の
三
谷
恂
甫
（
慎
斎
）
を
連
れ
て
鎌
倉
に
遊
ん
で
『
相

中
遊
記
』（
愛
全
三
八
）
を
作
る
。

文
化
四
年　

一
八
〇
七　

丁
卯　

三
十
六
歳

○
正
月
八
日
、
三
谷
恂
甫
と
平
出
済
士
と
を
連
れ
て
杉
田
村
（
現
在
の
横
浜
市

磯
子
区
）
に
梅
を
見
に
行
っ
て
『
杉
田
村
観
梅
記
』
を
作
る
。

○
二
月
、
安
積
艮
斎
（
一
七
九
一
～
一
八
六
〇
）
が
入
門
す
る
。
文
化
十
一
年

に
神
田
駿
河
台
に
開
塾
し
、
天
保
十
四
年
に
二
本
松
に
帰
藩
し
て
い
る
。

○
四
月
十
九
日
、
高
遠
藩
の
徂
徠
学
者
中
根
君く

ん

美び

（
名
は
経
世
、
号
は
東
平
）

の
娘
庸
（
一
七
七
九
～
一
八
五
二
、
号
は
梅
閨
）
と
結
婚
す
る
。
文
化
八
年
九

月
に
次
男
其
次
が
生
ま
れ
た
が
、
翌
年
の
六
月
二
十
九
日
に
夭
折
し
て
い
る
。

□
十
二
月
、
柴
野
栗
山
が
没
す
る
。

文
化
五
年　

一
八
〇
八　

戊
辰　

三
十
七
歳

○
六
月
十
六
日
、
一
斎
は
江
戸
に
帰
っ
て
来
て
い
た
市
河
寛
斎
（
一
七
四
九
～

一
八
二
〇
）
の
還
暦
祝
賀
会
に
出
席
し
た
。
寛
斎
は
大
学
頭
林
鳳ほ

う

潭た
ん

に
入
門
し

て
の
ち
に
は
聖
堂
啓
事
役
に
な
っ
た
が
、
幕
閣
の
政
権
交
替
に
か
ら
ん
で
天
明

七
年
に
辞
職
す
る
。
こ
の
こ
ろ
彼
は
江
戸
性
霊
派
の
拠
点
と
な
っ
た
江
湖
詩
社

を
興
し
た
。
そ
の
の
ち
も
彼
は
し
ば
し
ば
昌
平
黌
に
赴
い
て
講
義
を
し
て
い
た

が
、
い
わ
ゆ
る
寛
政
異
学
の
禁
に
か
ら
ん
で
退
き
、
富
山
藩
主
前
田
利と

し

幹つ
よ

に
仕

え
て
藩
校
広
徳
館
の
教
授
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
降
文
化
八
年
に
致
仕
す
る
ま
で

の
間
、
し
ば
し
ば
江
戸
と
富
山
を
往
復
し
て
い
る
。
寛
斎
は
林
述
斎
の
邸
宅
に

も
よ
く
訪
れ
て
い
る
の
だ
が
、
述
斎
は
寛
斎
を
評
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

そ
の
詩
は
は
じ
め
杜
牧
を
学
び
、
白
居
易
、
陸
游
と
移
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ

「
陶
二
鎔
諸
家
一
、
別
出
二
機
軸
一
、
亦
非
二
一
体
一
」、
つ
ま
り
諸
家
を
つ
ぎ
つ
ぎ

に
消
化
吸
収
し
て
一
家
に
拘
泥
し
な
か
っ
た
と
（「
市
河
子
静
墓
碣
銘
」『
蕉
窓

文
草
』
巻
三（

（2
（

）。
寛
斎
に
よ
れ
ば
、
唐
詩
を
好
ん
だ
り
宋
詩
を
好
ん
だ
り
「
好

尚
ハ
人
々
異
」
な
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
、「
己
レ
ヲ
以
テ
人
ヲ
律
」
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
（『
談
唐
詩
選
』
文
化
八
年
刊（

（2
（

）。
一
斎
は
「
寿
寛
斎
翁
六
十

序
」（
愛
全
六
）
の
な
か
で
、
現
在
の
儒
者
が
「
一
言
不
レ
合
詬
罵
、
加
二
之

強
弁
忿
色
一
、
不
二
肯
屈
下
一
」
と
い
う
状
態
な
の
に
対
し
、
寛
斎
は
「
与
レ
人

交
、
不
レ
立
二
城
府
一
」
で
あ
っ
た
と
し
て
評
価
す
る
。「
城
府
」
と
は
仕
切
り

の
こ
と
。
寛
斎
の
詩
論
は
そ
の
人
柄
と
一
体
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
同
時
に
一
斎
が
寛
斎
に
引
か
れ
て
い
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
七
年　

一
八
一
〇　

庚
午　

三
十
九
歳

○
十
二
月
上
旬
、『
林
氏
略
系
』
校
了
。
末
尾
に
「
文
化
庚
午
嘉
平
月
上
浣　

坦
校
完
」
と
見
え
る
。
河
田
文
庫
所
蔵
。

○
林
述
斎
は
、
寛
政
十
一
年
か
ら
文
化
七
年
に
か
け
て
中
国
で
失
わ
れ
日
本
に

残
っ
て
い
る
著
作
を
収
集
し
た
『
佚い

つ

存ぞ
ん

叢
書
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
『
佚

存
叢
書
』
に
は
、
収
録
さ
れ
た
著
作
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
そ
れ
を
説
明
し
た

跋
文
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
中
国
で
は
す
で
に
失
わ
れ
た
こ
と
を
書
誌
的
に

考
証
し
た
ほ
と
ん
ど
の
跋
文
は
実
は
『
愛
日
楼
全
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い

る（
（2
（

。
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
一
斎
の
代
作
に
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

叢
書
で
は
す
べ
て
述
斎
の
名
に
替
え
ら
れ
て
い
る
。
一
斎
が
『
佚
存
叢
書
』
の

編
纂
事
業
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

文
化
八
年　

一
八
一
一　

辛
未　

四
十
歳

○
閏
二
月
、
徳
川
家
斉
襲
職
の
祝
賀
の
た
め
の
朝
鮮
通
信
使
を
接
待
す
る
た
め

に
、
小
笠
原
忠た

だ

固か
た

（
小
倉
藩
主
）
と
脇
坂
安や

す

董た
だ

（
竜
野
藩
主
）
を
首
班
と
し
、

林
述
斎
と
古
賀
精
里
を
副
使
と
す
る
一
行
が
対
馬
に
向
か
い
、
五
月
一
日
の
午

後
に
到
着
す
る
。
松
崎
慊
堂
が
述
斎
の
書
記
と
し
て
随
行
し
て
い
る
。
江
戸
に
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残
っ
て
い
た
一
斎
は
、
述
斎
ら
一
行
の
そ
の
日
そ
の
日
の
旅
程
を
想
像
し
て

『
陟

ち
ょ
く

岵こ

日
録
』
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
一
斎
が
随
行
し
な
か
っ
た
の
は
老

親
が
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
な
お
田
中
佩
刀
氏
が
、
林
述
斎
を

首
班
と
し
、
古
賀
精
里
を
副
と
す
る
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

□
十
二
月
、
幕
府
儒
者
尾
藤
二
洲
が
退
職
す
る
。

○
こ
の
年
、
渡
辺
崋
山
（
一
七
九
七
～
一
八
六
六
）
が
入
門
す
る
。

文
化
十
年　

一
八
一
三　

癸
酉　

四
十
二
歳

○
五
月
二
十
六
日
、『
言
志
録
』
の
執
筆
を
開
始
す
る
。
文
政
六
年
（
一八
二
三
）

十
二
月
、
福
知
山
藩
主
朽く

つ

木き

綱つ
な

条え
だ

（
号
は
格
斎
）
校
字
。
翌
七
年
二
月
下
旬
、

朽
木
綱
条
跋
。
同
年
刊
行
。

□
十
二
月
十
四
日
、
尾
藤
二
洲
が
没
す
る
。

文
化
十
一
年　

一
八
一
四　

甲
戌　

四
十
三
歳

○
七
月
二
十
一
日
、
父
信
由
を
失
う
。

文
化
十
三
年　

一
八
一
六　

丙
子　

四
十
五
歳

○
十
月
十
四
日
、
母
留
を
失
う
。

○
こ
の
年
、『
哀
敬
編
』
を
著
す
。

○
こ
の
年
以
降
に
『
論
語
欄
外
書
』
が
成
立
し
て
い
る
。
無
窮
会
平
沼
文
庫
の

所
蔵
本
が
天
保
七
年
に
手
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
天
保
七
年
以
前
に
は
成
立

し
て
い
る
。

文
化
十
四
年　

一
八
一
七　

丁
丑　

四
十
六
歳

○
こ
の
年
、
朱
熹
『
四
書
集
註
』
の
呉
志
忠
（
清
）
校
定
本
の
刊
行
を
企
画
し

て
い
る
。
三
月
「
呉
氏
校
本
四
書
集
註
序
」（
愛
全
七
）
参
照
。
安
政
二
年
刊
。

○
四
月
十
八
日
、
昌さ

か

谷や

精
渓
（
一
七
九
二
～
一
八
五
八
）
が
入
門
す
る
。
文
政

八
年
に
望
嶽
楼
に
開
講
し
て
い
る
。

□
五
月
三
日
、
幕
府
儒
者
古
賀
精
里
が
没
す
る
。
七
月
、
子
の
侗と

う

庵あ
ん

（
一
七
八
八
～
一
八
四
七
）
が
幕
府
儒
者
と
な
る
。

（
文
化
年
間
）

○
『
一
斎
居
士
稿
』
四
冊
。
第
一
冊
「
一
斎
居
士
乙
丑
稿
」（
文
化
二
年
）
ー

目
録
・
巻
上
（
文
一
二
篇
）・
巻
下
（
詩
五
〇
篇
）。
第
二
冊
「
一
斎
居
士
丙
寅

稿
」（
文
化
三
年
）
ー
目
録
・
巻
上
（
文
一
六
篇
）・
巻
下
（
詩
三
六
篇
）。
第

三
冊
「
一
斎
居
士
丁
卯
稿
」（
文
化
四
年
）
ー
目
録
・
巻
上
（
文
九
篇
）・
巻
下

（
詩
二
九
篇
）。
第
四
冊
「
一
斎
居
士
戊
辰
稿
」（
文
化
五
年
）
ー
目
録
・
巻
上

（
文
一
八
篇
）・
巻
下
（
詩
二
二
篇
）。「
一
斎
居
士
己
巳
稿
」（
文
化
六
年
）
ー

目
録
・
詩
（
二
五
篇
）・
文
（
三
篇
）・
詞
（
八
篇
）。
東
京
都
立
中
央
図
書
館

特
別
買
上
文
庫
所
蔵
。

○
文
化
元
年
～
十
三
年
の
間（

（2
（

、『
課
蒙
背
誦
』
が
ま
と
め
ら
れ
る
。
名
数
な

ど
の
基
礎
知
識
の
辞
典
で
あ
る
。
河
田
文
庫
所
蔵
（
図
書
番
号013K

W
1

・

013K
W

2

）。

○
こ
の
こ
ろ
、
安
中
藩
主
板
倉
勝か

つ

尚な
お

（
？
～
一
八
二
〇
、
在
任
一
八
〇
五
～

二
〇
）
と
と
く
に
親
し
い
。
江
戸
で
は
と
も
に
往
来
し
て
経
史
を
論
評
し
、
践

履
・
事
務
の
要
所
を
商
確
し
、
ま
た
勝
尚
が
別
荘
の
庭
園
で
心
中
の
抱
負
を
世

に
施
せ
な
い
鬱
屈
し
た
思
い
を
詩
に
吐
き
出
し
た
折
り
、
一
斎
も
そ
れ
に
付
き

合
っ
た
。
さ
ら
に
勝
尚
が
国
元
に
帰
っ
た
と
き
に
も
書
簡
の
や
り
取
り
を
し
て

い
た
と
い
う
（「
安
中
侯
遺
稿
叙
」
愛
全
九
）。

○
こ
の
こ
ろ
か
ら
清
末
藩
公
子
毛
利
元
世
（
号
は
需
堂
）
と
交
流
が
あ
る（

（2
（

。
元

世
に
つ
い
て
は
天
保
五
年
六
月
の
項
参
照
。

文
政
元
年
（
四
月
二
十
二
日
改
元
）　

一
八
一
八　

戊
寅　

四
十
七
歳

○
四
月
二
十
九
日
、
岡
永
蘭
洲
（
一
七
九
八
～
一
八
六
九
）
が
入
門
す
る
。

○
九
月
十
二
日
、
日
光
に
向
か
い
、
鹿
島
方
面
を
め
ぐ
っ
て
十
二
月
三
日
に
帰

宅
。
旅
行
記
『
日
光
山
行
記
』
を
残
す
。
日
光
へ
は
輪
王
寺
門
跡
の
公
猷
（
舜

Artes Liberales No. 102, 201833



仁
）
法
親
王
に
従
っ
て
赴
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
一
斎
は
輪
王
寺
門
跡
で
は
公

澄
・
公
猷
・
公
紹
と
か
か
わ
り
が
あ
る
が
、
と
く
に
侍
講
を
務
め
た
公
猷
の
た

め
に
は
何
篇
も
の
文
を
書
い
て
い
る（

（2
（

。

○
文
政
初
年
、
若
山
勿ふ

つ

堂ど
う

（
一
八
〇
二
～
六
七
）
が
入
門
す
る
。

文
政
三
年　

一
八
二
〇　

庚
辰　

四
十
九
歳

○
こ
の
年
、
大
島
松
洲
（
一
七
九
三
～
一
八
三
二
）
が
入
門
す
る
。
文
政
五
年

ご
ろ
仙
台
藩
養
賢
堂
講
師
と
な
る
。

文
政
四
年　

一
八
二
一　

辛
巳　

五
十
歳

○
七
月
、
江
戸
を
出
発
。
美
濃
上こ

う

有ず

知ち

（
現
在
の
岐
阜
県
美
濃
市
）
で
先
祖
の

遺
跡
と
墓
地
を
訪
ね
、
ま
た
遺
物
を
見
せ
て
も
ら
う
。
そ
の
の
ち
近
江
小
川

村
（
現
在
の
滋
賀
県
高
島
市
安
曇
川
町
上
小
川
）
で
藤
樹
書
院
に
詣
で
、
京
都

北
郊
で
林
羅
山
の
祠
堂
で
あ
る
奉
先
堂
を
訪
ね
、
ま
た
京
都
で
も
先
祖
の
墓
地

を
訪
ね
て
い
る
。
こ
こ
で
は
頼
山
陽
ら
が
送
別
の
宴
を
催
し
て
い
る
。
そ
の
の

ち
大
坂
に
向
か
い
帰
途
に
就
く
。
途
中
岩
村
に
立
ち
寄
っ
て
九
月
に
江
戸
に

帰
っ
て
い
る
。
一
斎
は
京
都
で
院
伝
奏
で
あ
っ
た
日
野
資す

け

愛な
る

（
一
七
八
〇
～

一
八
四
六
、
の
ち
の
武
家
伝
奏
）
と
は
じ
め
て
面
会
し
て
い
る
。
以
後
資
愛
が

公
用
で
江
戸
に
来
た
折
り
に
は
一
斎
は
面
会
し
て
詩
を
呈
し
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
頼

山
陽
（
一
七
八
〇
～
一
八
三
二
）
と
は
以
後
書
簡
の
や
り
取
り
を
し
て
い
く
。

尾
張
の
村
瀬
石
庵
が
『
続
唐
宋
八
大
家
文
読
本
』
を
編
纂
し
て
一
斎
と
山
陽
に

序
文
を
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
斎
は
文
政
八
年
に
序
を
書
い
て
い
る
が

（「
続
八
大
家
読
本
序
」
愛
全
八
）、
山
陽
の
ほ
う
は
こ
の
草
稿
の
添
削
を
一
斎

に
依
頼
し
て
い
る（

（3
（

。
山
陽
は
一
斎
の
文
章
力
に
引
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

○
九
月
二
十
四
日
、
林
述
斎
著
『
璋
瓦
庭
訓
』
成
る
。
一
斎
校
。
一
斎
自
筆
の

朱
書
で
「
此
冊
快
烈
公
所
レ
録
、
使
二
余
訂
覧
一
。
余
叨
加
二
刪
定
一
、
因
写
二
一

通
一
存
レ
之
、
坦
」
と
見
え
る
。
河
田
文
庫
所
蔵
。

文
政
六
年　

一
八
二
三　

癸
未　

五
十
二
歳

○
九
月
、『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
問
』
の
刻
成
る
。

文
政
七
年　

一
八
二
四　

甲
申　

五
十
三
歳

○
十
一
月
五
日
、
弘
前
藩
主
津
軽
寧や

す

親ち
か

（
一
七
六
五
～
一
八
三
三
、
在
任

一
七
九
一
～
一
八
二
五
）
か
ら
藩
邸
に
招
か
れ
て
講
筵
を
開
い
て
い
る
。
こ
れ

よ
り
毎
月
赴
い
て
講
義
を
し
て
い
く（

（3
（

。

○
こ
の
年
に
『
言
志
録
』
を
刊
行
し
、
天
保
二
年
に
藩
校
惇
明
館
の
館
記
執

筆
を
依
頼
し
た
福
知
山
藩
の
朽
木
綱
条
（
一
八
〇
一
～
三
六
、
藩
主
在
任

一
八
二
〇
～
三
六
）
は
一
斎
に
学
ん
で
い
た（

（3
（

。

○
こ
の
年
か
ら
文
政
九
年
に
か
け
て
の
講
義
録
『
書
経
佐
藤
一
斎
先
生
説
』
が

残
る
。
武
田
信
義
録
。
慶
応
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。

文
政
八
年　

一
八
二
五　

乙
酉　

五
十
四
歳

○
こ
の
年
、
朱し

ゅ

錫せ
き

旂き

（
清
）
校
定
本
『
四
書
集
註
』
刊
。「
刻
四
書
集
註
叙
」

（
愛
全
八
）
参
照
。

○
こ
の
年
以
降
に
河
田
迪
斎
（
一
八
〇
六
～
五
九
）
が
入
門
し
て
い
る
。
天
保

四
年
（
五
年
の
説
も
あ
る
）
六
月
に
一
斎
の
学
問
上
の
後
継
者
と
な
り
、
天
保

十
二
年
に
林
家
塾
長
と
な
る
。

文
政
九
年　

一
八
二
六　

丙
戌　

五
十
五
歳

□
六
月
二
十
六
日
、
岩
村
藩
主
松
平
乗
保
が
現
職
の
ま
ま
没
し
て
、
次
男
乗の

り

美よ
し

（
一
七
九
二
～
一
八
四
五
）
が
藩
主
と
な
る
。

○
九
月
十
四
日
、
沢
村
西せ

い

陂は

（
一
八
〇
〇
～
五
九
）
が
入
門
す
る
。
天
保
三
年

に
熊
本
に
帰
藩
し
て
い
る
。

○
十
一
月
、『
岩
村
神
主
祭
式
調
査
書
』
を
著
す
。

○
こ
の
年
、
岩
村
藩
の
家
老
の
列
に
加
え
ら
れ
十
五
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
る
。

の
ち
に
は
さ
ら
に
五
人
扶
持
を
加
増
さ
れ
て
い
る
。
と
き
に
三
十
五
歳
で
あ
っ
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た
新
藩
主
乗
美
は
こ
れ
ま
で
自
分
の
教
導
役
で
あ
っ
た
一
斎
を
「
為
二
老
臣

列
一
」
し
た
（『
皇
考
故
儒
員
佐
藤
府
君
行
状
』
の
語
）。
一
斎
は
十
月
一
日
、

藩
主
と
し
て
の
心
掛
け
を
記
し
た
「
御
心
得
向
存
意
」
を
提
出
し
た
。
乗
美
の

た
め
に
は
ほ
か
に
「
菩
提
所
取
扱
方
」
を
成
文
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
家
老

に
対
し
て
「
重
職
心
得
箇
条
」
を
記
し
て
そ
の
心
掛
け
を
説
い
た
。
翌
年
に

は
「
丁
亥
建
言
」
を
書
い
て
、
家
老
の
間
に
大
赦
の
議
論
が
あ
っ
た
の
を
受
け

て
、
藩
主
の
代
替
り
の
と
き
に
軽
罪
の
者
に
限
っ
て
赦
す
べ
き
新
令
を
設
け
る

よ
う
建
言
し
、
文
政
十
二
年
に
は
、
藩
士
が
怪
し
い
占
い
師
に
惑
わ
さ
れ
な
い

こ
と
を
図
っ
て
正
月
に
出
さ
れ
た
「
岩
村
異
学
之
禁
」
の
草
案
を
起
草
し
て
い

る
（
以
上
、『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
参
照
）。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
一
斎
の
書

簡
・
文
書
集
で
あ
る
『
俗
簡
焚
余
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
『
岩
村

町
史
』（
一
九
六
一
年
、
二
〇
九
頁
）
を
見
る
に
、
乗
美
の
と
き
の
家
老
に
一

斎
の
名
は
な
い
。
正
式
の
登
用
な
の
で
は
な
く
、
家
老
同
様
の
扱
い
を
受
け
た

と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
る
。
な
お
同
町
史
に
よ
る
に
、
乗
美
の
代
に
な
っ
て
藩

財
政
は
ま
す
ま
す
困
窮
を
加
え
て
お
り
、
乗
美
は
家
老
丹
羽
瀬
生
祐
（
字
は
好

問
、
号
は
格
庵
、
通
称
は
清
左
衛
門
）
を
用
い
て
藩
政
改
革
を
行
っ
て
い
く
。

こ
の
生
祐
は
一
斎
の
門
人
で
あ
る
（「
登
天
瀑
山
」
愛
全
五
二
）。
ま
た
一
斎
は

世
子
乗の

り

喬た
か

の
教
育
係
も
務
め
て
い
た
よ
う
だ
（「
癸
卯
孟
秋
初
四
日
巌
邑
侯
始

就
封
賦
此
贈
之
」
愛
全
五
五
）。

文
政
十
年　

一
八
二
七　

丁
亥　

五
十
六
歳

○
九
月
十
日
、『
小
学
書
欄
外
書
』
題
。

○
十
一
月
二
十
九
日
、「
王
文
成
公
三
百
年
忌
辰
祭
告
文
」（
愛
全
三
六
）
を

作
り
、
王
陽
明
没
後
三
百
年
を
祭
る
。
一
斎
が
愛
用
し
て
い
た
和
漢
対
照
年

表
『
和
漢
年
契
』
が
河
田
文
庫
に
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
自
筆
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
中
国
明
代
の
成
化
八

年
（
一
四
七
二
）
の
箇
所
の
「
王
文
成
公
以
二
九
月
丁
亥
一
生
」、
嘉
靖
七
年

（
一
五
二
八
）
の
「
戊
子
十
一
月
二
十
九
日
辰
時
陽
明
王
子
卒
」、
日
本
の
文
政

十
年
（
一
八
二
七
）
の
「
陽
明
卒
后
三
百
年
」
の
語
が
目
立
つ
。
な
お
王
陽
明

が
生
れ
た
の
は
一
斎
が
生
れ
た
（
一
七
七
一
）
三
百
年
前
に
当
た
る
。

○
こ
の
年
の
こ
ろ
の
松
崎
慊
堂
、
依
田
半
七
、
山
角
武
太
夫
、
佐
藤
一
斎
の
書

簡
を
集
め
た
『
手
簡
』
が
残
る
。
河
田
文
庫
所
蔵
。

文
政
十
一
年　

一
八
二
八　

戊
子　

五
十
七
歳

○
九
月
九
日
、『
言
志
後
録
』
に
着
手
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
成
立
。
弘

化
三
年
（
一
八
四
六
）
刊
行
。

文
政
十
二
年　

一
八
二
九　

己
丑　

五
十
八
歳

○
九
月
二
十
日
、
国
分
鶴か

く

村そ
ん

（
一
八
〇
四
～
九
九
）
が
入
門
す
る
。

○
九
月
、『
愛
日
楼
文
詩
』
刊
行
。
拙
稿
「『
愛
日
楼
文
詩
』
の
考
察
ー
あ
る
一

大
名
に
よ
り
結
ば
れ
た
一
斎
像
ー
」（『
陽
明
学
』
第
三
号
、
二
松
学
舎
大
学
陽

明
学
研
究
所
刊
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

○
十
二
月
上
旬
、『
大
学
摘
説
』（『
大
学
欄
外
書
』）
自
識
。
十
二
月
末
日
、

『
大
学
古
本
旁
釈
補
』
自
序
。
前
後
し
て
『
中
庸
欄
外
書
』
や
『
孟
子
欄
外
書
』

（
翌
天
保
元
年
に
『
孟
子
欄
外
書
』
の
対
校
を
し
て
い
る
）
が
成
立
。『
中
庸
欄

外
書
』
は
、
岐
阜
県
立
図
書
館
の
所
蔵
本
が
天
保
七
年
に
手
写
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
年
以
前
に
は
成
立
し
て
い
る
。
な
お
無
窮
会
織
田
文
庫
に
は
文
政

五
年
五
月
に
手
写
さ
れ
た
『
中
庸
説
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
欄
外
書
と
い
う

の
は
、
こ
れ
ま
で
経
典
の
欄
外
に
書
き
込
ん
で
き
た
、
そ
の
欄
外
注
の
部
分
の

み
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
『
中
庸
説
』
は
『
中
庸
欄
外
書
』
以
前

に
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
注
に
多
少
の
出
入
り
が
あ
る
。『
孟
子
欄
外
書
』

は
、
岐
阜
県
立
図
書
館
の
所
蔵
本
が
文
政
十
三
（
天
保
元
）
年
に
手
写
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
年
以
前
に
は
成
立
し
て
い
る
。

○
こ
の
年
に
書
か
れ
た
林
述
斎
の
「
愛
日
楼
文
詩
叙
」
に
よ
れ
ば
、
今
や
一
斎

は
学
業
は
成
就
し
有
名
に
な
り
、「
王
侯
大
人
」
が
争
っ
て
招
待
し
て
し
ば
し

ば
民
政
・
国
是
の
諮
問
を
受
け
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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○
こ
の
年
、
永
山
二に

水す
い

（
一
八
〇
二
～
四
五
）
が
入
門
す
る
。

（
文
化
～
文
政
年
間
）

○
『
愛
日
楼
稿
本
』
四
冊
。
第
一
冊
（
庚
午
・
辛
未
・
壬
申
。
文
化
七
年
～
九

年
）
ー
目
録
・
文
（
二
四
篇
）・
詩
（
三
八
篇
）。
第
二
冊
（
丙
子
・
丁
丑
・
戊

寅
。
文
化
十
三
年
～
文
政
元
年
）
ー
目
録
・
文
（
三
一
篇
）・
詩
（
三
七
篇
）。

第
三
冊
（
辛
巳
・
壬
午
。
文
政
四
年
～
五
年
）
ー
目
録
・
文
（
三
〇
篇
）・
詩

（
三
〇
篇
）。
第
四
冊
（
癸
未
・
甲
申
・
乙
酉
・
丙
戌
。
文
政
六
年
～
九
年
）
ー

目
録
・
文
（
四
一
篇
）・
詩
（
四
七
篇
）。
河
田
文
庫
所
蔵
。

（
文
政
年
間
）

○
『
愛
日
楼
稿
本
』
一
冊
（
己
卯
・
庚
辰
。
文
政
二
年
～
三
年
）
ー
目
録
・
文

（
一
八
篇
、「
日
光
山
行
記
」
を
含
む
）・
詩
（
二
一
篇
）。
特
別
買
上
文
庫
所

蔵
。

○
林
鶴か

く

梁り
ょ
う（

一
八
〇
六
～
七
八
）
が
入
門
す
る
。

天
保
元
年
（
十
二
月
十
日
改
元
）　

一
八
三
○　

庚
寅　

五
十
九
歳

○
十
二
月
二
十
六
日
、『
伝
習
録
欄
外
書
』
成
る
。

○
こ
の
年
、
奥
宮
慥ぞ

う

斎さ
い

（
一
八
一
一
～
七
七
）
が
入
門
す
る
。
三
年
に
し
て
土

佐
に
帰
り
、
嘉
永
か
ら
安
政
の
間
に
再
び
師
事
し
て
安
政
六
年
一
月
に
帰
藩
し

て
い
る
。
な
お
、『
言
志
録
』
に
つ
い
て
嘉
永
の
は
じ
め
に
慥
斎
の
質
問
に
答

え
た
「
言
志
録
初
篇
に
就
て
の
問
目
」（『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
所
収
）
が
あ

る
。

○
こ
の
年
、
吉
村
秋
陽
（
一
七
九
七
～
一
八
六
六
）
が
入
門
す
る
。
天
保
二
年

七
月
に
江
戸
を
去
り
、
以
後
何
度
か
一
斎
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。

天
保
二
年　

一
八
三
一　

辛
卯　

六
十
歳

○
十
月
、
福
知
山
藩
主
朽
木
綱
条
の
依
頼
に
応
じ
て
『
惇
明
館
記
』
を
書
い
て

い
る（

（3
（

。

○
こ
の
年
、
飢
饉
の
際
の
窮
民
対
策
と
し
て
藩
主
み
ず
か
ら
が
米
穀
貯
蔵
を
行

う
こ
と
を
説
い
た
『
済さ

い

廒ご
う

略
記
』（『
俗
簡
焚
余
』
所
収
）
を
著
す
。

天
保
三
年　

一
八
三
二　

壬
辰　

六
十
一
歳

○
六
月
、『
初
学
課
業
次
第
』
を
著
す
。

○
六
月
下
旬
、
高
遠
藩
主
内
藤
頼よ

り

寧や
す

（
一
八
〇
〇
～
六
二
）
の
依
頼
に
応
じ
て

『
学
問
所
創
置
心
得
書
』
を
書
い
て
い
る（

（3
（

。

○
こ
の
年
、『
付
紳
簿
』
成
る
。
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
所
蔵
。

天
保
四
年　

一
八
三
三　

癸
巳　

六
十
二
歳

○
正
月
上
旬
、『
啓
蒙
図
攷
』
を
河
田
迪
斎
に
改
訂
さ
せ
て
『
易
学
啓
蒙
図
考
』

を
作
り
、
中
旬
に
は
『
易
学
啓
蒙
欄
外
書
』
成
立
。

○
（
天
保
五
年
の
説
も
あ
る
）
六
月
、
門
人
の
河か

わ

田だ

興こ
う

（
字
は
猶
興
、
通
称
八

之
助
、
号
は
迪て

き

斎さ
い

）
を
第
八
女
の
紳し

ん

（
ま
た
は
縝し

ん

、
号
は
彤と

う

雲う
ん

）
に
配
し
て
学

問
上
の
後
継
者
と
し
た
。
一
斎
と
三
人
目
の
妻
庸
と
の
間
に
は
男
子
二
人
、
女

子
七
人
が
あ
っ
た
。
二
男
に
当
た
る
其
次
・
四
女
の
辰
・
五
女
の
清
は
夭
折
。

六
女
の
繁
は
幕
府
与
力
池
田
惟い

斅が
く

と
結
婚
し
、
七
女
の
績
は
出
雲
の
藩
士
佐
藤

邦
翼
と
結
婚
し
て
い
る
。
八
女
は
紳
で
あ
る
。
九
女
の

て
い

（
号
は
竹
露
女
史
）

は
岩
村
藩
の
丹
羽
瀬
生
裕
の
長
男
生
枢
（
通
称
は
市
左
衛
門
）
と
結
婚
し
た
が

離
婚
。
三
男
が
榥こ

う

（
字
は
光
、
通
称
は
新
九
郎
、
号
は
立
軒
）。
末
女
（
名
は

未
詳
）
は
夭
折
し
て
い
る
。
さ
て
天
保
元
年
、
嗣
子
榥
が
九
歳
で
ま
だ
幼
か
っ

た
た
め
、
述
斎
の
勧
め
で
門
下
の
秀
才
を
選
ん
で
塾
長
を
継
が
せ
る
こ
と
に
し

た
。
迪
斎
に
注
目
し
て
い
た
一
斎
は
述
斎
に
そ
の
人
物
を
見
て
も
ら
っ
て
い

る
。

○
こ
の
年
か
ら
天
保
六
年
に
か
け
て
、
大
塩
中
斎
（
一
七
九
三
～
一
八
三
七
）

と
書
簡
の
往
来
あ
り
。
相
蘇
一
弘
『
大
塩
平
八
郎
書
簡
の
研
究
』（
清
文
堂
、

二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
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○
こ
の
年
、
佐
久
間
象し

ょ
う

山ざ
ん

（
一
八
一
一
～
六
四
）
が
入
門
す
る
。
天
保
六
年

に
松
代
に
帰
藩
し
て
い
る
。
な
お
、
天
保
九
年
以
降
、『
言
志
後
録
』
稿
本

を
象
山
に
示
し
て
批
評
さ
せ
た
「
一
斎
先
生
言
志
後
録
に
付
存
念
申
述
候
案
」

（
信
濃
教
育
会
編
『
象
山
全
集
』
巻
三
〈
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
一
九
三
四
年
〉

所
収
）
が
あ
る
。

天
保
五
年　

一
八
三
四　

庚
午　

六
十
三
歳

○
正
月
二
十
五
日
、
山
田
方
谷
（
一
八
〇
五
～
七
七
）
が
入
門
す
る
。
天
保
七

年
末
に
備
中
松
山
に
帰
藩
し
て
い
る
。

○
六
月
、『
各
心
得
之
箇
条
』
毛
利
元
世
識
。
末
尾
に
「
天
保
甲
午
季
夏　

元

世
識
」
と
あ
る
。「
元
世
」
は
長
門
清き

よ

末す
え

藩
主
の
毛
利
元も

と

世よ

（
一
七
九
六
～

一
八
四
五
、
在
任
一
八
一
八
～
一
八
四
五
）
の
こ
と
。
し
か
し
原
稿
用
紙
は
一

斎
の
も
の
（「
愛
日
楼
稿
本
」
の
印
刷
入
）
で
あ
り
、
一
斎
が
代
作
し
た
も
の

で
あ
る
。
河
田
文
庫
所
蔵
。
な
お
『
東
京
都
立
日
比
谷
図
書
館
蔵
河
田
文
庫
目

録
』
で
は
天
保
十
一
年
の
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
甲
午
と
庚
子
と
を
読

み
違
え
た
た
め
で
あ
る
。『
国
書
総
目
録
』
も
踏
襲
し
て
い
る
。
文
化
期
こ
ろ

よ
り
元
世
と
親
し
く
、「
某
侯
代
撰
」「
女
中
掟
」（『
俗
簡
焚
余
』
所
収
）
な
ど

も
代
作
し
て
い
る（

（3
（

。

○
九
月
ご
ろ
、
中
島
操そ

う

存そ
ん

斎さ
い

（
一
八
二
二
～
六
八
）
が
入
門
す
る
。
四
年
間
従

学
し
て
い
る
。

天
保
六
年　

一
八
三
五　

乙
未　

六
十
四
歳

○
正
月
、
嶺
田
楓ふ

う

江こ
う

（
一
八
一
七
～
八
三
）
が
入
門
す
る
。
天
保
八
年
十
二
月

ま
で
師
事
し
て
い
る
。

○
七
月
八
日
、
木
下
犀さ

い

潭た
ん

（
一
八
〇
五
～
六
七
）
が
入
門
す
る
。

○
こ
の
年
の
こ
ろ
、
大
橋
訥と

つ

庵あ
ん

（
一
八
一
六
～
六
二
）
が
入
門
す
る
。
天
保

十
二
年
に
独
立
し
て
江
戸
に
思
誠
塾
を
開
く
。

天
保
八
年　

一
八
三
七　

丁
酉　

六
十
六
歳

□
二
月
十
九
日
、
大
塩
平
八
郎
の
乱
が
起
こ
る
。

○
三
月
六
日
、
山
田
方
谷
宛
て
書
簡
（『
山
田
方
谷
全
集
』
第
三
冊
〈
明
徳
出

版
社
、
一
九
九
六
年
〉
所
収
）
の
な
か
で
大
塩
の
行
動
を
批
判
し
て
い
る
。

□
四
月
、
家
斉
が
隠
退
し
、
九
月
二
日
、
家
慶
（
一
七
九
三
～
一
八
五
三
）
が

将
軍
と
な
る
。

○
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
（
一
八
〇
〇
～
六
〇
、
在
任
一
八
二
九
～
四
四
）
か
ら

『
弘
道
館
記
』
草
稿
の
添
削
批
評
を
依
頼
さ
れ
、
九
月
十
八
日
、
答
申
し
て
い

る（
（3
（

。
斉
昭
か
ら
は
天
保
期
に
藩
邸
に
招
か
れ
て
講
釈
を
し
て
お
り
、
し
ば
し
ば

詩
文
の
交
流
も
し
て
い
る
。

天
保
九
年　

一
八
三
八　

戊
戌　

六
十
七
歳

○
正
月
、『
言
志
晩
録
』
執
筆
開
始
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
二
月
成
立
。

翌
年
九
月
刊
行
。

□
十
一
月
、
大
学
頭
林
述
斎
は
老
病
を
理
由
に
致
仕
し
、
十
二
月
に
第
三
子

のひ
か
る（

一
七
九
三
～
四
六
、
号
は
檉て

い

宇う

・
培
斎
）
が
大
学
頭
と
な
り
、
ま
た

述
斎
の
第
六
子
煒あ

き
ら（

一
八
〇
〇
～
五
九
、
式
部
、
号
は
復
斎
）
が
学
問
所
御
用

掛
と
し
て
補
佐
し
て
い
る
。

○
こ
の
年
か
ら
安
政
六
年
に
か
け
て
の
日
記
『
腹
暦
』
が
残
る
。
河
田
文
庫
所

蔵
。『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
一
三
巻
・
第
一
四
巻
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
八

年
・
二
〇
〇
三
年
）
所
収
。

天
保
十
年　

一
八
三
九　

己
亥　

六
十
八
歳

□
五
月
十
四
日
、
渡
辺
崋
山
が
逮
捕
さ
れ
る
（
蛮
社
の
獄
）。

○
五
月
二
十
八
日
、
横
井
小
楠
（
一
八
〇
九
～
六
九
）
が
一
斎
と
対
面
し
、
そ

れ
以
後
講
釈
を
聴
い
て
い
る
。
翌
年
に
熊
本
に
帰
藩
し
て
い
る
。

○
十
二
月
十
日
、『
近
思
録
欄
外
書
』
成
る
。
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天
保
十
一
年　

一
八
四
〇　

庚
子　

六
十
九
歳

○
二
月
二
日
、『
呉
子
副
詮
』
成
る
。

○
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
よ
り
こ
の
年
ま
で
の
書
簡
を
ま
と
め
て
『
俗
簡

焚
余
』
を
作
る
。

○
こ
の
年
、
朱
熹
『
小
学
』
校
刊
。

○
こ
の
年
か
ら
天
保
十
二
年
に
か
け
て
の
口
授
録
『
一
斎
先
生
近
思
録
講
説
』

が
残
る
。
寧
浦
筆
録
。
寧
浦
と
は
岡
本
寧
浦
（
一
七
八
九
～
一
八
四
八
、
名
は

惟
密
、
通
称
は
退
蔵
）
の
こ
と
か
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
。

天
保
十
二
年　

一
八
四
一　

辛
丑　

七
十
歳

○
正
月
下
旬
、
一
斎
が
校
定
し
た
『
音
訓
五
経
』
が
刊
行
さ
れ
る
（
文
化
十
年

に
刊
行
さ
れ
た
が
版
木
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
た
）。

□
将
軍
徳
川
家
斉
は
天
保
八
年
に
職
を
家
慶
に
譲
っ
て
江
戸
城
西
丸
に
隠
退

し
、
な
お
も
大
御
所
と
し
て
幕
政
を
左
右
し
て
い
た
が
、
こ
の
年
の
閏
正
月
に

没
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
水
野
忠
邦
（
一
七
九
四
～
一
八
五
一
）
が
五
月
か
ら

天
保
の
改
革
を
始
め
て
い
く
。

○
四
月
、
岩
村
藩
の
矢
の
倉
下
屋
敷
の
土
地
数
百
歩
を
借
り
、
書
堂
を
新
築
し

て
静
修
所
と
名
づ
け
、
二
階
に
は
東
曖
楼
を
築
く
。
楠
本
碩
水
の
証
言
に
よ
れ

ば
、「
静
修
」
の
額
は
王
陽
明
の
書
か
ら
取
っ
て
白
字
で
板
に
彫
っ
た
も
の
だ

と
い
う
。
ま
た
庭
（
続
蕉
園
）
に
は
小
さ
い
ほ
こ
ら
が
あ
り
藤
原
惺
窩
の
肖
像

画
を
掲
げ
て
祭
っ
て
い
た
と
い
う
（『
先
師
佐
藤
一
斎
先
生
遺
事
』）。

○
七
月
十
日
、
林
述
斎
『
封
禅
書
』
手
写
。
河
田
文
庫
所
蔵
。

□
七
月
十
四
日
、
林
述
斎
が
没
す
る
。

○
十
一
月
二
十
六
日
、
幕
府
儒
者
と
な
り
、
禄
二
百
俵
が
与
え
ら
れ
、
別
に

十
五
人
扶
持
が
与
え
ら
れ
て
昌
平
坂
学
問
所
の
役
宅
に
住
む
こ
と
に
な
っ

た
。
岩
村
町
歴
史
資
料
館
所
蔵
『
福
島
文
書
』
中
の
史
料（

（3
（

に
よ
る
に
、
一
斎

は
十
一
月
二
十
六
日
、
躑つ

つ
じ躅

の
間
に
お
い
て
老
中
首
座
の
水
野
忠
邦
か
ら
儒

者
と
し
て
切
米
二
百
俵
を
給
す
る
旨
が
言
い
渡
さ
れ
、
ま
た
新
部
屋
に
お
い

て
若
年
寄
堀
田
正ま

さ

衡ひ
ら

か
ら
書
き
付
け
を
渡
さ
れ
、
も
と
の
依
田
源
太
左
衛
門

の
役
宅
へ
引
越
し
て
学
問
所
教
授
を
勤
め
、
手
当
と
し
て
十
五
人
扶
持
を
給

し
、
そ
の
間
の
席
順
は
大
番
の
上
と
す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
斎
が

登
用
さ
れ
た
と
き
に
林
家
以
外
で
幕
府
儒
者
で
あ
っ
た
の
は
、
筆
頭
古
賀
侗
庵

（
一
七
八
八
～
一
八
四
七
、
在
任
一
八
一
七
～
四
七
）、
古
賀
精
里
門
下
の
野
村

篁こ
う

園え
ん

（
一
七
七
五
～
一
八
四
三
、
在
任
一
八
三
二
～
四
三
、
名
は
直
温
、
通

称
は
兵
蔵
）、
述
斎
門
下
の
杉
原
心
斎
（
？
～
一
八
六
八
、
在
任
一
八
四
〇
～

六
一
、
名
は
直
養
、
通
称
は
平
助
）
で
あ
る
。
な
お
他
に
移
っ
た
依
田
源
太
左

衛
門
は
精
里
が
推
挙
し
た
儒
者
で
あ
っ
た（

（3
（

。
幕
府
儒
者
が
行
っ
て
い
た
職
務
と

し
て
は
、
教
育
、
試
験（

（3
（

、
釈
奠
、
出
版（

（4
（

、
検
閲（

（4
（

、
外
交
、
編
纂
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

○
十
二
月
十
一
日
、
将
軍
徳
川
家
慶
に
初
見
す
る
。

天
保
十
三
年　

一
八
四
二　

壬
寅　

七
十
一
歳

○
二
月
、
八
代
洲
河
岸
の
旧
宅
を
河
田
迪
斎
に
与
え
て
役
宅
に
移
る
。
昌
平
坂

学
問
所
構
内
は
正
門
（
御
成
御
門
）
を
背
に
東
側
に
聖
堂
、
西
側
に
学
問
所
が

あ
り
、
学
問
所
の
南
に
は
書
生
寮
と
役
人
長
屋
が
あ
る
。
一
斎
の
役
宅
は
役
人

長
屋
の
西
隣
つ
ま
り
構
内
の
南
西
の
片
隅
に
あ
る
。
聖
堂
の
向
こ
う
側
つ
ま
り

構
内
で
対
極
に
位
置
す
る
北
東
の
片
隅
に
は
古
賀
侗
庵
の
役
宅
が
あ
る
。
こ
の

と
き
構
内
に
役
宅
を
与
え
ら
れ
て
い
た
儒
者
は
こ
の
二
人
だ
け
で
あ
る（

（4
（

。
一
斎

が
役
宅
に
移
っ
た
と
い
う
こ
と
は
今
ま
で
と
も
に
陽
明
学
を
講
じ
て
い
た
弟
子

た
ち
も
学
問
所
構
内
へ
や
っ
て
来
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
楠
本
碩
水
の
証
言
に

よ
れ
ば
、
役
宅
外
門
の
東
に
錫
難
軒
が
あ
っ
て
多
く
の
書
籍
を
置
い
て
あ
り
、

そ
の
額
は
佐
賀
藩
主
鍋
島
直
正
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
役

宅
書
斎
、
老
吾
軒
の
額
は
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
（『
先
師
佐
藤
一
斎
先
生
遺
事
』）。

○
四
月
、
将
軍
家
慶
の
前
で
『
易
』
を
講
義
す
る
。

○
六
月
下
旬
、『
孫
子
副
詮
』
成
る
。
弘
化
三
年
に
『
呉
子
副
詮
』（
天
保
十
一
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年
成
）
と
合
わ
せ
て
、『
孫
呉
副
詮
』
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。

○
九
月
、『
愛
日
楼
文
詩
』
四
巻
・『
孫
子
副
詮
』
一
巻
・『
言
志
録
』
一
巻
・

『
言
志
後
録
』
一
巻
を
将
軍
に
献
本
し
て
銀
七
錠
を
与
え
ら
れ
る
。

□
こ
の
年
、
岩
村
藩
主
乗
美
が
隠
居
し
て
、
乗
喬
（
一
八
二
一
～
五
五
）
が
継
ぐ
。

天
保
十
四
年　

一
八
四
三　

癸
卯　

七
十
二
歳

○
二
月
、
邸
地
を
本
所
に
与
え
ら
れ
る
。
弘
化
二
年
三
月
に
は
そ
の
邸
宅
を
矢

の
倉
旧
楼
の
地
に
換
え
る
こ
と
を
官
に
頼
ん
で
許
さ
れ
て
い
る
。

○
こ
の
年
、
金
子
得
所
（
一
八
二
三
～
六
七
）
が
入
門
す
る
。
弘
化
四
年
に
上

ノ
山
に
帰
藩
し
て
い
る
。

（
天
保
年
間
）

○
こ
の
こ
ろ
、
菊
地
五
山
（
一
七
七
六
～
一
八
五
九
）
の
詩
歌
会
に
と
き
ど
き

出
席
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（「
和
歌
題
絶
句
叙
」
天
保
十
年
、
愛
全
九
）。

○
こ
の
こ
ろ
、
松
山
藩
の
久
松
定さ

だ

通み
ち

（
一
八
〇
四
～
三
五
、
藩
主
在
任

一
八
〇
九
～
三
五
）
が
一
斎
に
学
ん
で
い
る（

（4
（

。

○
こ
の
こ
ろ
、
松
山
藩
の
久
松
勝
善
（
一
八
一
七
～
五
六
、
藩
主
在
任

一
八
三
五
～
五
六
）
が
一
斎
に
学
ん
で
い
る（

（4
（

。

○
こ
の
こ
ろ
、
久
留
米
藩
の
有
馬
頼よ

り

永と
お

（
一
八
二
二
～
四
六
、
藩
主
在
任

一
八
四
四
～
四
六
）・
有
馬
頼よ

り

咸し
げ

（
一
八
二
八
～
八
一
、
藩
主
在
任
一
八
四
六

～
七
一
）
が
一
斎
に
学
ん
で
い
る（

（4
（

。

○
こ
の
こ
ろ
か
ら
佐
賀
藩
の
鍋
島
直
正
（
一
八
一
四
～
七
一
、
藩
主
在
任

一
八
三
〇
～
六
一
、
号
は
閑
叟
）
か
ら
藩
邸
に
招
か
れ
て
講
釈
し
詩
会
に
も
参

加
し
て
い
る（

（4
（

。

○
川
路
聖と

し

謨あ
き
ら

（
一
八
〇
一
～
六
八
）
が
入
門
す
る
。

○
四
年
以
降
、
牧
野
黙
庵
（
一
七
九
五
～
一
八
四
八
）・
牧
野
松
村

（
一
八
二
三
～
九
一
）
が
入
門
し
て
い
る
。

弘
化
元
年
（
十
二
月
五
日
改
元
）　

一
八
四
四　

甲
辰　

七
十
三
歳

○
十
一
月
、
林
述
斎
の
遺
作
の
詩
を
校
訂
す
る
。

弘
化
二
年　

一
八
四
五　

乙
巳　

七
十
四
歳

□
天
保
十
四
年
閏
九
月
に
水
野
忠
邦
は
罷
免
さ
れ
、
そ
の
の
ち
一
時
は
老
中
首

座
に
復
帰
し
た
が
、
こ
の
年
の
二
月
に
辞
職
し
、
阿
部
正
弘
（
一
八
一
九
～

五
七
）
が
老
中
首
座
に
就
く
。

○
七
月
、
オ
ラ
ン
ダ
国
へ
の
書
簡
の
こ
と
に
関
係
し
た
儒
者
の
古
賀
侗
庵
・
佐

藤
一
斎
、
と
も
に
時
服
を
与
え
ら
れ
る（

（4
（

。

弘
化
三
年　

一
八
四
六　

丙
午　

七
十
五
歳

□
十
二
月
二
日
、
大
学
頭
林
檉
宇
が
没
す
る
。

○
こ
の
年
、『
言
志
後
録
』
刊
。

○
こ
の
年
、
名
古
屋
藩
の
徳
川
慶よ

し

藏つ
ぐ

（
一
八
三
六
～
四
九
、
藩
主
在
任

一
八
四
五
～
四
九
）
が
学
ん
で
い
る（

（4
（

。

弘
化
四
年　

一
八
四
七　

丁
未　

七
十
六
歳

□
正
月
、
林
檉
宇
の
子
健た

け
し（

一
八
二
八
～
五
三
、
号
は
僩か

ん

斎さ
い

・
壮
軒
）
が
大
学

頭
と
な
る
。
ま
た
同
月
三
十
日
に
古
賀
侗
庵
が
没
す
る
。

（
弘
化
年
間
）

○
こ
の
こ
ろ
、
津
和
野
藩
の
亀
井
茲こ

れ

監み

（
一
八
二
五
～
八
五
、
藩
主
在
任

一
八
三
九
～
七
一
）
が
学
ん
で
い
る（

（4
（

。

○
こ
の
こ
ろ
か
ら
宇
和
島
藩
の
伊
達
宗む

ね

城な
り

（
一
八
一
八
～
九
二
、
藩
主
在
任

一
八
四
四
～
五
八
）
と
交
流
し
て
い
る（

（5
（

。

○
年
間
は
不
明
だ
が
、
土
佐
藩
の
山
内
豊と

よ

煕て
る

（
一
八
一
五
～
四
八
、
藩
主
在

任
一
八
四
三
～
四
八
）・
豊と

よ

信し
げ

（
一
八
二
七
～
七
二
、
藩
主
在
任
一
八
四
八
～

五
九
、
号
は
容
堂
）
と
交
流
し
て
い
る（

（5
（

。
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嘉
永
元
年
（
二
月
二
十
八
日
改
元
）　

一
八
四
八　

戊
申　

七
十
七
歳

○
こ
の
年
、
中
村
敬
宇
（
一
八
三
二
～
九
一
）
が
入
門
す
る
。

嘉
永
二
年　

一
八
四
九　

己
酉　

七
十
八
歳

○
閏
四
月
十
九
日
、
老
中
・
若
年
寄
ら
が
昌
平
坂
学
問
所
に
臨
み
、
海
防
・
時

務
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
提
出
を
諸
儒
に
求
め
る
。
一
斎
は
こ
の
と
き
和
文
の

「
海
防
策
」
と
「
時
務
策
」（『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
所
収
）、
お
よ
び
漢
文
の

「
海
防
策
一
道
」（
愛
全
一
五
）
を
提
出
し
て
い
る
。

○
（
あ
る
い
は
嘉
永
五
年
）
五
月
下
旬
、『
禿
箒
聚
葩
』
を
作
る
。
題
末
に

「
己
酉
嘉
永
五
年
」
と
あ
る
。

嘉
永
三
年　

一
八
五
〇　

庚
戌　

七
十
九
歳

○
三
月
、
将
軍
家
慶
が
学
問
所
に
臨
ん
で
聴
講
し
た
。
一
斎
は
同
僚
と
と
も
に

朱
熹
の
『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
』
を
講
義
し
て
物
品
を
与
え
ら
れ
る
。

○
九
月
、『
言
志
晩
録
』
刊
。

○
十
一
月
二
十
九
日
、
教
授
勤
勉
が
賞
さ
れ
て
切
米
百
俵
を
加
増
さ
れ
る
。

○
こ
の
年
、『
一
斎
先
生
高
麗
本
論
語
書
入
』（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文

庫
所
蔵
）
手
写
。
こ
の
年
以
前
に
は
成
立
し
て
い
る
。

嘉
永
四
年　

一
八
五
一　

辛
亥　

八
十
歳

○
二
月
、
楠
本
端
山
（
一
八
二
八
～
八
三
）
が
入
門
す
る
。
嘉
永
六
年
春
に
平

戸
に
帰
藩
し
て
い
る
。

○
三
月
二
十
八
日
、
池
田
草
庵
（
一
八
一
三
～
七
八
）
が
は
じ
め
て
講
釈
を
聴

い
て
い
る
。
同
年
四
月
十
八
日
に
江
戸
を
発
つ
。

○
五
月
、『
言
志
耋
録
』
自
題
。
嘉
永
六
年
八
月
十
六
日
、
河
田
迪
斎
跋
。
安

政
元
年
二
月
刊
行
。
拙
稿
「『
言
志
耋
録
』
の
成
立
過
程
ー
幕
府
儒
者
・
佐
藤

一
斎
の
位
置
ー
」（『
日
本
思
想
史
研
究
』
第
二
五
号
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

○
こ
の
年
、『
佐
藤
一
斎
日
記
』（
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
）
成
る
。
自
筆
本
。

○
こ
の
年
、
吉
村
斐ひ

山ざ
ん

（
一
八
二
二
～
八
二
）
が
入
門
す
る
。
嘉
永
五
年
に
広

島
に
帰
藩
し
て
い
る
。

嘉
永
五
年　

一
八
五
二　

壬
子　

八
十
一
歳

○
正
月
二
十
九
日
、
妻
庸
を
失
う
。

嘉
永
六
年　

一
八
五
三　

癸
丑　

八
十
二
歳

○
六
月
三
日
、
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航
し
、
九
日
に
は
浦
賀
奉
行
の
井
戸
弘

道
・
戸
田
氏う

じ

栄よ
し

ら
が
久
里
浜
で
接
見
し
て
フ
ィ
ル
モ
ア
大
統
領
の
国
書
を
受
領

す
る
。
こ
の
国
書
の
和
訳
は
広
範
囲
か
ら
意
見
を
徴
す
る
た
め
七
月
に
回
覧
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
六
月
十
五
日
、
大
学
頭
林
僩
斎
、
西

丸
留
守
居
筒
井
政ま

さ

憲の
り

（
一
七
七
八
～
一
八
五
九
）・
林
復
斎（

（5
（

、
ま
た
佐
藤
一
斎
・

古
賀
茶さ

渓け
い

・
安
積
艮
斎（

（5
（

の
六
人
が
異
国
書
翰
和
解
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
、
英
文
・

漢
文
・
蘭
文
の
三
通
か
ら
な
る
国
書
の
う
ち
漢
文
の
和
訳
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ

の
た
め
一
斎
は
九
月
に
銀
二
十
錠
を
与
え
ら
れ
る
。

□
六
月
二
十
二
日
、
将
軍
家
慶
が
没
す
る
。
十
月
二
十
三
日
に
家
定

（
一
八
二
四
～
五
八
）
が
将
軍
と
な
る
。
ま
た
同
年
九
月
六
日
に
大
学
頭
林
僩

斎
が
没
し
、
復
斎
が
大
学
頭
と
な
る
。

○
七
月
二
十
一
日
、「
存
意
書
・
返
翰
大
意
」
提
出
。
七
月
八
日
に
ア
メ
リ
カ

大
統
領
国
書
の
返
書
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
求
め
ら
れ
、
提
出
し
た
も
の
。
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
二
四
一
所
収
。

○
八
月
こ
ろ
、
春
日
潜
庵
（
一
八
一
一
～
七
八
）
が
訪
れ
て
い
る
。

○
十
一
月
十
一
日
、
儒
者
杉
原
平
助
（
心
斎
）・
松
崎
満
太
郎（

（5
（

と
と
も
に
布ほ

衣い

と
な
る
。

○
十
二
月
、
儒
者
杉
原
平
助
・
松
崎
満
太
郎
・
林
図ず

書し
ょ
の

助す
け

・（
（5
（

安
積
祐
助
（
艮

斎
）
と
と
も
に
家
定
将
軍
宣
下
の
賀
文
を
献
上
し
た
こ
と
に
よ
る
時
服
を
与
え

ら
れ
る
。
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（
嘉
永
年
間
）

○
こ
の
こ
ろ
、
津
藩
の
藤
堂
高た

か

猷ゆ
き

（
一
八
一
三
～
九
五
、
藩
主
在
任
一
八
二
五

～
六
九
）
と
交
流
し
て
い
る（

（5
（

。

安
政
元
年
（
十
一
月
二
十
七
日
改
元
）　

一
八
五
四　

甲
寅　

八
十
三
歳

○
二
月
、『
言
志
耋
録
』
刊
。

□
三
月
三
日
、
日
米
和
親
条
約
締
結
。

○
七
月
こ
ろ
、
東ひ

が
し

沢た
く

瀉し
ゃ

（
一
八
三
二
～
九
一
）
入
門
。
同
年
冬
に
岩
国
帰
藩
。

安
政
二
年　

一
八
五
五　

乙
卯　

八
十
四
歳

□
十
月
、
堀
田
正
睦
（
一
八
一
〇
～
六
四
）
が
老
中
首
座
と
な
る
。

○
十
二
月
、
年
老
い
て
も
教
授
懇
篤
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
黄
金
二
錠
・
時

服
二
領
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
幕
府
に
吉
慶
の
事
が
あ
っ
た
と
き
に
詩
文

を
献
上
し
て
時
服
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
六
回
、
職
事
勤
勉
が
賞
さ
れ
て
時
服

を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
一
回
、
銀
錠
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
四
回
あ
っ
た
と
い

う
。

□
十
二
月
、
河
田
迪
斎
が
幕
府
儒
者
と
な
る
。

○
こ
の
年
、
林
図
書
助
・
古
賀
謹
一
郎
（
茶
渓
）・
杉
原
平
助
ら
と
と
も
に
奥

講
釈
を
勤
め
る
。

安
政
三
年　

一
八
五
六　

丙
辰　

八
十
五
歳

□
五
月
、
嗣
子
立
軒
が
幕
府
儒
者
見
習
い
と
な
る
。
な
お
田
中
佩
刀
氏
が
幕
府

儒
者
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
幕
府
儒
者
と
な
る
の
は
一
斎

没
後
の
安
政
六
年
十
二
月
で
あ
る
。

○
こ
の
年
（
あ
る
い
は
寛
政
八
年
）、
観
奕
道
人
『
槐
西
雑
志
』
手
写
。
末
尾

に
「
丙
辰
仲
夏
十
二
月
」
の
語
が
見
え
る
。
河
田
文
庫
所
蔵
。

安
政
四
年　

一
八
五
七　

丁
巳　

八
十
六
歳

□
六
月
十
七
日
、
阿
部
正
弘
没
す
。

○
八
月
、
林
図
書
・
林
民
部
（
名
は
昇の

ぼ
る、

号
は
学
斎
）・
杉
原
平
助
・
安
積
祐

助
・
木
村
金
平（

（5
（

と
と
も
に
将
軍
家
定
の
前
で
二
回
講
釈
を
し
て
い
る
。

安
政
五
年　

一
八
五
八　

戊
午　

八
十
七
歳

□
四
月
二
十
三
日
、
井
伊
直
弼
（
一
八
一
五
～
六
〇
）
が
大
老
に
就
任
し
、
六

月
に
は
堀
田
正
睦
が
老
中
を
罷
免
さ
れ
る
。
八
月
八
日
に
は
将
軍
家
定
が
没
し

て
十
月
二
十
五
日
に
家
茂
（
一
八
四
六
～
六
六
）
が
将
軍
と
な
る
。

○
五
月
こ
ろ
、
倉
田
何
庵
（
一
八
二
七
～
一
九
一
九
）
が
入
門
す
る
。

□
六
月
十
九
日
、
日
米
通
商
修
好
条
約
調
印
。

□
九
月
、
安
政
の
大
獄
が
始
ま
る
。

○
こ
の
年
、
楠
本
碩
水
（
一
八
三
二
～
一
九
一
六
）
が
入
門
す
る
。

安
政
六
年　

一
八
五
九　

己
未　

八
十
八
歳

□
正
月
十
七
日
、
幕
府
儒
者
河
田
迪
斎
が
没
す
る
。

□
六
月
、
横
浜
・
長
崎
・
箱
館
が
開
港
さ
れ
て
、
西
洋
諸
国
と
の
自
由
貿
易
が

始
ま
る
。

○
天
保
九
年
か
ら
こ
の
年
に
か
け
て
の
日
記
『
腹
暦
』
が
残
る
。
河
田
文
庫
所

蔵
。『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
一
三
巻
・
第
一
四
巻
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
八

年
・
二
〇
〇
三
年
）
所
収
。

○
九
月
二
十
四
日
、
昌
平
坂
の
役
宅
に
お
い
て
没
す
る
。

（
文
政
～
安
政
年
間
）

○
『
愛
日
楼
稿
本
』
一
〇
冊
。
第
一
冊
（
丁
亥
・
戊
子
・
己
丑
・
庚
寅
。
文
政

一
〇
年
～
天
保
元
年
）
ー
目
録
・
文
（
二
〇
篇
）・
詩
（
二
二
篇
）。
第
二
冊

（
辛
卯
・
壬
辰
・
癸
巳
・
申
午
。
天
保
二
年
～
五
年
）ー
目
録
・
文
（
五
二
篇
）・

詩
（
三
九
篇
）。
第
三
冊
（
乙
未
・
丙
申
。
天
保
六
年
～
七
年
）
ー
目
録
・
文

（
一
一
篇
）・
詩
（
四
〇
篇
）。（
後
巻
）
ー
目
録
・
文
（
一
六
篇
）・
詩
（
一
九

Artes Liberales No. 102, 201841



篇
）。
第
四
冊
（
丁
酉
・
戊
戌
・
己
亥
。
天
保
八
年
～
十
年
）
ー
目
録
・
文

（
三
七
篇
）・
詩
（
五
四
篇
）。
第
五
冊
（
庚
子
・
辛
丑
・
壬
寅
。
天
保
十
一
年

～
十
三
年
）
ー
目
録
・
文
（
三
七
篇
）・
詩
（
三
六
篇
）。
第
六
冊
（
癸
卯
・
甲

辰
・
乙
巳
。
天
保
十
四
年
～
弘
化
二
年
）
ー
目
録
・
文
（
五
四
篇
）・
詩
（
五
五

篇
）。
第
七
冊
（
丙
午
・
丁
未
・
戊
申
。
弘
化
三
年
～
嘉
永
元
年
）
ー
目
録
・

文
（
六
一
篇
）・
詩
（
四
一
篇
）。
第
八
冊
（
己
酉
・
庚
戌
。
嘉
永
二
年
～
三

年
）
ー
目
録
・
文
（
三
九
篇
）・
詩
（
一
七
篇
）。
第
九
冊
（
辛
亥
・
壬
子
・
癸

丑
。
嘉
永
四
年
～
六
年
）
ー
目
録
・
文
（
三
八
篇
）・
詩
（
一
七
篇
）。
第
十
冊

（
癸
丑
・
甲
寅
・
乙
卯
・
丙
辰
・
丁
巳
・
戊
午
。
嘉
永
六
年
～
安
政
五
年
）
ー

目
録
・
文
（
二
五
篇
）・
詩
（
六
篇
）。
河
田
文
庫
所
蔵
。

（
安
政
年
間
）

○
岡
谷
繁し

げ

実ざ
ね

（
一
八
三
五
～
一
九
一
九
）
が
入
門
す
る
。

　

一
斎
の
著
述
・
書
入
・
講
義
録
・
手
写
本
の
う
ち
年
が
不
明
の
も
の
を
こ
こ

に
掲
げ
て
お
く
（
五
十
音
順
）。

［
著
述
］

○
『
愛
日
楼
書
目
』。
河
田
文
庫
所
蔵
。

○
『
愛
日
楼
題
賛
撮
録
』。
河
田
文
庫
所
蔵
。

○
「
意
見
書
」。
自
筆
。
河
田
文
庫
所
蔵
。

○
『
御
宛
行
渡
方
定
』。
河
田
文
庫
所
蔵
。

○
『
磕
子
時
器
雑
記
』。

○
『�

賀
表
』。
林
復
斎
・
一
斎
・
安
積
艮
斎
な
ど
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所

蔵
。

○
『
近
思
録
説
』。
岐
阜
県
立
図
書
館
所
蔵
。

○
『
懸
錘
時
器
雑
記
』。

○
『
稿
本
』。
河
田
文
庫
所
蔵
（
図
書
番
号121K

W
23

）。

○
『
呉
草
廬
定
論
』。
自
題
の
な
か
に
「
戊
午
之
冬
」
の
語
が
見
え
る
。
つ
ま

り
寛
政
十
年
か
安
政
五
年
の
も
の
。
河
田
文
庫
所
蔵
。

○
『
左
伝
雑
記
』。
国
会
図
書
館
所
蔵
。

○
『
佐
藤
一
斎
書
簡
』。
自
筆
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。

○
『
自
鳴
鐘
時
刻
考
』。

○
『
周
易
図
考
』。

○
『
周
易
欄
外
書
』。

○
『
尚
書
欄
外
書
』。

○
『
聖
堂
漢
文
講
義
軌
範
』。
一
斎
・
安
積
艮
斎
著
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館

狩
野
文
庫
所
蔵
。

○
『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
訳
』。

○
『
名
号
録
』。「
愛
日
楼
鈔
本
」
の
用
紙
を
使
用
。
河
田
文
庫
所
蔵
。

　

な
お
『
国
書
総
目
録
』
に
一
斎
の
も
の
と
し
て
あ
る
『
雅
言
』（
東
京
大
学

附
属
図
書
館
所
蔵
）
は
、
村
士
玉
水
の
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
『
経
済
随
筆
』

（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
は
山
田
慥
斎
の
も
の
で
あ
る
。

［
書
入
］（
河
田
文
庫
所
蔵
）

○
朱
熹
『
易
経
本
義
』
書
入
。
寛
政
八
年
に
大
坂
の
河
内
屋
喜
兵
衛
に
よ
り
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
書
入
は
こ
の
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

○
林
述
斎
『
家
園
吟
』
書
入
。
文
化
六
年
以
降
。

○
葉
采
『
近
思
録
集
解
』
書
入
。
元
禄
七
年
に
芳
野
屋
権
兵
衛
に
よ
り
刊
行
さ

れ
た
も
の
。

○
朱
熹
『
詩
経
集
註
』
書
入
。
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
。

○
『
大
学
古
本
』（123K

W
51a

）
書
入
（
大
塩
中
斎
関
係
）。
拙
稿
「
佐
藤
一

斎
の
「
公
平
之
心
」」（『
日
本
思
想
史
研
究
』
第
二
三
号
、
一
九
九
一
年
）
参

照
。

○
『
大
学
古
本
旁
釈
補
』（123K

W
46

）
書
入
。
本
体
の
自
序
が
文
政
十
二
年

十
二
月
末
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
と
き
に
本
体
が
完
成
し
た
と
な

る
と
、
書
入
は
そ
れ
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
書
入
の
な
か
に
「
常
並
ノ
講
釈
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ハ
、
得
テ
書
物
ノ
伝
来
由
来
ナ
ド
説
ケ
ド
モ
、
是
ハ
書
籍
辺
ノ
コ
ト
故
、
今
姑

置
キ
テ
、
肝
要
ノ
処
斗
ヲ
説
ク
也
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
講
釈
用
の

メ
モ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「
史
料
紹
介
・
佐
藤
一
斎
の
講
釈
用

『
大
学
』
書
入
」（『
日
本
思
想
史
研
究
』
第
二
一
号
、
一
九
八
九
年
）
に
翻
刻

紹
介
。

○
朱
熹
『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
』
書
入
。
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
。

○
三
輪
執
斎
『
標
註
伝
習
録
』（
正
徳
二
年
序
）
書
入
。

○
蘆
屋
山
人
『
和
漢
年
契
』
書
入
。
寛
政
九
年
に
大
坂
の
葛
城
長
兵
衛
に
よ
り

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
書
入
は
こ
の
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

［
講
義
録
］

○
『
書
経
皐
陶
謨
講
義
』。
一
斎
講
、
岡
本
寧
浦
録
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館

狩
野
文
庫
所
蔵
。

［
手
写
本
］（
河
田
文
庫
所
蔵
）

○
『
僑
居
雑
抄
』。
内
容
は
、『
老
学
庵
筆
記
』『
格
古
要
論
』『
解
人
頤
』『
書

影
』『
説
略
』『
池
北
偶
談
』『
経
義
考
』。

○
紀
昀
な
ど
『
四
庫
全
書
総
目
鈔
』。

　

ま
た
門
下
生
や
嗣
子
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。

○
『
先
考
遺
章
』。
西
村
尚
軒
編
。
安
政
七
年
二
月
、
安
積
艮
斎
題
。
一
斎
の

印
譜
。
田
中
佩
刀
「『
佐
藤
一
斎
印
譜
』
の
考
察
」（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』

第
二
〇
三
号
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

○
『
愛
日
楼
全
集
』。
佐
藤
立
軒
編
。
河
田
文
庫
お
よ
び
同
図
書
館
の
特
別
買

上
文
庫
所
蔵
の
稿
本
（『
寛
政
未
定
稿
』『
陳
荘
窩
詩
鈔　

一
斎
甲
稿
鈔
』『
享

和
始
存
稿
』『
一
斎
居
士
甲
子
稿
』『
一
斎
居
士
稿
』『
愛
日
楼
稿
本
』〈
三
種
〉）

な
ど
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

入
門
時
が
明
ら
か
で
な
い
主
な
門
人
と
し
て
、
鎌
原
桐
山
（
一
七
七
四

～
一
八
五
二
）、
竹
村
悔
斎
（
一
七
七
八
～
一
八
一
三
）、
丹
羽
瀬
格
庵

（
一
七
八
九
～
一
八
三
九
）、
氏
家
緑
山
（
一
七
九
七
～
一
八
四
七
）、
菊
地
幽

軒
（
一
七
九
九
～
一
八
〇
三
）、
田
辺
恕
亭
（
一
八
一
二
～
六
二
、
天
保
九
年

に
岩
村
へ
行
く
）、
長
戸
得
斎
（
生
没
年
不
詳
）、
柳
沢
芝
陵
（
一
八
一
六
～

四
五
）、
荒
川
秀
山
（
生
没
年
不
詳
）、
松
山
隆
阿
弥
（
一
七
九
五
～
？
）
な
ど

が
い
る
。

　
注

（
１
）
阿
部
隆
一
・
大
沼
晴
暉
「
江
戸
時
代
刊
行
成
立
孝
経
類
簡
明
目
録
」（『
斯
道
文
庫
論

集
』
第
一
四
輯
、
一
九
七
七
年
）
参
照
。

（
２
）
横
山
寛
吾
『
幕
末
の
儒
学
者
ー
美
濃
の
文
人
た
ち
』（
大
衆
書
房
、
一
九
八
二
年
）
所

収
。

（
３
）『
僑
居
日
記
』（
文
化
元
年
）
四
月
二
日
条
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

（
４
）『
僑
居
日
記
』
二
月
四
日
条
・
二
月
六
日
条
・
二
月
十
六
日
条
・
二
月
十
九
日
条
・
二

月
二
十
三
日
条
・
二
月
二
十
四
日
条
・
三
月
十
八
日
条
・
三
月
二
十
七
日
条
・
四
月

二
日
条
・
四
月
四
日
条
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

（
５
）『
縮
刷
版
・
愛
日
楼
文
詩
（
全
）』（
文
化
書
房
博
文
社
、
一
九
七
七
年
）、『
佐
藤
一
斎

全
集
』
第
二
巻
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
所
収
。

（
６
）
河
田
文
庫
所
蔵
。
ま
た
小
川
武
彦
・
金
井
康
編
『
徳
川
幕
府
蔵
書
目
』
第
十
巻
（
ゆ

ま
に
書
房
、
一
九
八
五
年
）
所
収
。

（
７
）（123K

W
50

）
本
を
（
Ａ
１
）、（123K

W
52

）
本
を
（
Ａ
２
）
と
す
る
に
、（
Ａ
１
）

は
刊
本
に
一
斎
の
書
入
が
あ
る
。
刊
本
は
「
古
本
大
学
（
新
）
序
」「（
古
本
）
大
学
」

「
大
学
問
」
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
欄
外
注
と
傍
注
（「
古
本
大
学
序
」
は

挿
注
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
一
斎
の
他
の
『
大
学
』
注
釈
書
と
は

異
な
り
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
が
中
国
儒
者
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
巻
末
に
は
「
附
考
」

と
し
て
、
朱
彜
尊
の
『
経
義
考
』
か
ら
の
書
目
の
抜
書
き
が
あ
る
。
こ
れ
を
弟
子
が

整
理
し
た
の
が
（
Ａ
２
）
で
あ
る
。（
Ａ
２
）
は
本
文
も
写
本
で
あ
り
、
本
文
末
尾

に
「
寛
政
十
一
年
己
未
九
月
」
の
語
が
見
え
る
。
こ
こ
で
執
筆
順
序
に
関
し
て
、
①

（
Ａ
２
）
本
文
→
（
Ａ
１
）
注
→
（
Ａ
２
）
注
、
②
（
Ａ
１
）
注
→
（
Ａ
２
）
本
文
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→
（
Ａ
２
）
注
と
い
う
二
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。（
Ａ
１
）
刊
本
の
「
大
学
問
」

題
言
は
「
吾
師
接
二
初
見
之
士
一
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
一
斎
は
そ
こ
に
「
徳
洪

曰
」
を
補
い
、「
坦
按
、
吾
師
上
当
レ
補
二
徳
洪
曰
三
字
一
」
と
傍
注
を
加
え
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
（
Ａ
２
）
本
文
（
写
本
）
に
は
、「
徳
洪
曰
」
が
補
わ
れ
て
い
る
。

（
Ａ
２
）
本
文
が
（
Ａ
１
）
注
の
影
響
下
に
書
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
②
が
正
し
い
こ
と

に
な
る
。（
Ａ
１
）
注
は
寛
政
十
一
年
九
月
以
前
に
施
さ
れ
、
こ
の
年
に
弟
子
が
そ
れ

を
整
理
し
て
（
Ａ
２
）
を
作
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

（
８
）『
僑
居
日
記
』
正
月
二
十
日
条
・
正
月
二
十
五
日
条
・
二
月
五
日
条
・
二
月
十
日
条
・

二
月
十
五
日
条
・
二
月
二
十
五
日
条
・
三
月
五
日
条
・
三
月
十
日
条
・
三
月
十
五
日

条
・
三
月
二
十
日
条
・
三
月
二
十
五
日
条
・
三
月
三
十
日
条
に
平
戸
藩
邸
に
赴
い
た

記
事
が
見
え
る
。
つ
ま
り
五
の
日
と
十
の
日
の
日
課
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
一
斎
は
世

子
の
侍
講
を
勤
め
、
ま
た
『
尚
書
』
の
講
義
を
し
て
い
る
。
四
月
三
日
条
に
は
世
子

字
説
の
代
作
の
記
事
が
見
え
る
。『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
静
山
と
の
関
係
を
示

す
文
と
し
て
は
、
ほ
か
に
「
平
戸
侯
世
子
字
説
」（
文
化
元
年
、
愛
全
一
六
）・「
書　

神
祖
御
書
文
後
」（
文
化
二
年
、
愛
全
二
七
）・「
三
心
亭
説
」（
文
化
八
年
、
愛
全

一
六
）・「
泥
写
阿
弥
陀
経
跋
」（
愛
全
二
八
）・「
贈
松
浦
乃
侯
序
」（
文
化
十
年
、
愛

全
七
）・「
記
慈
眼
院
龕
背
」（
文
化
十
年
、
愛
全
一
二
）・「
養
修
禅
尼
碑
陰
記
」（
文

化
十
二
年
三
月
、
愛
全
二
三
）・「
題
心
猿
意
馬
図
」（
文
政
二
年
、
愛
全
二
九
）・

「
平
戸
老
侯
貺
明
神
宗
諭
文
記
」（
天
保
九
年
、
愛
全
一
三
）・「
題
地
蔵
像
背
」（
愛

全
二
九
）・「
静
山
老
侯
七
旬
小
照
」（
愛
全
三
九
）・「
静
山
老
侯
小
照
賛
」（
愛
全

三
九
）・「
世
襲
平
戸
城
主
静
山
松
浦
公
伝
」（
天
保
十
三
年
、
愛
全
二
五
）・「
静
山
公

像
賛
」（
愛
全
三
九
）・「
書
第
三
巻
末
」（
愛
全
三
四
）
が
あ
る
。
詩
で
は
「
静
山
老

侯
八
十
寿
詩
」（
天
保
十
年
、
愛
全
五
四
）
が
あ
る
。

（
９
）『
僑
居
日
記
』
正
月
二
十
二
日
条
・
二
月
十
二
日
条
・
三
月
七
日
条
・
三
月
十
二
日
条

に
黄
雪
園
に
赴
い
た
記
事
が
見
え
る
。
そ
こ
で
一
斎
は
長
昭
と
『
新
五
代
史
』
を
対

読
し
て
い
る
。
ま
た
二
月
四
日
条
・
二
月
六
日
条
・
二
月
十
六
日
条
・
二
月
十
九
日

条
・
二
月
二
十
三
日
条
・
三
月
十
七
日
条
に
は
長
昭
か
ら
の
書
簡
が
届
い
た
記
事
が

見
え
る
。
そ
の
ほ
か
二
月
二
十
四
日
条
・
三
月
二
十
七
日
条
・
四
月
四
日
条
に
長
昭

関
連
の
記
事
が
あ
る
。『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
長
昭
と
の
関
係
を
示
す
文
と
し
て

は
、「
黄
雪
園
記
」（
愛
全
一
〇
）・「
送
仁
正
侯
還
藩
序
」（
寛
政
六
年
四
月
、
愛
全

四
）・「
占
風
亭
記
」（
愛
全
一
一
）・「
格
斎
説
」（
愛
全
一
六
）・「
皞
斎
存
稿
序
」（
享

和
三
年
、
愛
全
六
）・「
故
伊
豆
守
仁
正
寺
侯
夫
人
松
浦
氏
碑
銘
」（
享
和
二
年
、
愛
全

一
八
）・「
無
量
寿
龕
記
」（
享
和
三
年
七
月
、
愛
全
一
二
）・「
桜
花
続
譜
跋
」（
文
化

元
年
二
月
、
愛
全
二
七
）・「
寄
蔵　

文
廟
宋
元
刻
書
跋
」（
文
化
四
年
、
愛
全
二
八
）・

「
皞
斎
存
稿
跋
」（
愛
全
二
八
）・「
故
下
総
守
市
橋
公
墓
誌
」（
文
化
十
一
年
、
愛
全

二
二
）
が
あ
る
。

（
10
）
『
僑
居
日
記
』
二
月
十
二
日
条
に
は
「
過
二
書
賈
長
谷
川
一
、
属
二
享
和
始
存
稿
釘
装
一
」、

三
月
十
日
条
に
は
「
瀧
川
生
見
レ
返
二
享
和
始
存
稿
一
」
の
記
事
が
見
え
る
。

（
11
）『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
成
島
司
直
と
の
関
係
を
示
す
文
と
し
て
は
、「
跋
浅
草
八

勝
図
後
」（
享
和
元
年
、
愛
全
二
七
）・「
水
月
楼
記
」（
享
和
二
年
、
愛
全
一
一
）・「
書

熱
海
紀
行
後
」（
享
和
三
年
、
愛
全
二
七
）・「
題
東
岳
公
所
蔵
清
商
集
書
詩
巻
」（
文

化
三
年
、
愛
全
二
八
）・「
杉
田
遊
記
跋
」（
文
化
九
年
三
月
、
愛
全
二
八
）・「
晃
山
扈

従
雑
詩
叙
」（
弘
化
二
年
、
愛
全
九
）
が
あ
る
。
ま
た
『
僑
居
日
記
』
二
月
十
八
日

条
・
二
月
二
十
一
日
条
・
二
月
二
十
六
日
条
・
三
月
十
三
日
条
・
三
月
十
九
日
条
に

そ
の
名
が
見
え
る
。『
俗
簡
焚
余
』
に
は
「
答
成
島
邦
之
助
君
」
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。

（
12
）「
筆
譜
序
」（
享
和
二
年
、
愛
全
五
）・「
河
孔
陽
西
征
詩
序
」（
文
化
二
年
七
月
、
愛
全

六
）・「
墨
談
序
」（
文
化
九
年
、
愛
全
七
）・「
三
家
書
論
序
」（
文
化
十
三
年
七
月
下

旬
、
愛
全
七
）・「
墨
場
必
携
叙
」（
天
保
七
年
、
愛
全
九
）・「
小
山
林
堂
文
房
図
録
叙
」

（
弘
化
四
年
、
愛
全
九
）・「
米
庵
百
古
叙
」（
嘉
永
二
年
、
愛
全
九
）。
な
お
送
序
と
し

て
は
「
別
河
孔
陽
序
」（
享
和
三
年
七
月
、
愛
全
六
）
が
あ
る
。

（
13
）『
僑
居
日
記
』
正
月
十
七
日
条
・
正
月
二
十
七
日
条
・
二
月
七
日
条
・
二
月
二
十
七

日
条
・
三
月
十
七
日
条
・
三
月
二
十
七
日
条
、
つ
ま
り
七
の
日
に
陶
白
堂
に
赴
い
た

記
事
が
見
え
る
。
そ
こ
で
一
斎
は
定
常
と
『
論
語
』
を
対
読
し
、
ま
た
詩
会
に
出
席

し
て
い
る
。
ま
た
三
月
十
一
日
条
・
四
月
六
日
条
に
は
定
常
か
ら
の
書
簡
が
届
い
た

記
事
が
見
え
る
。
さ
ら
に
正
月
十
五
日
条
を
見
る
と
、
一
斎
が
、
愛
日
楼
を
建
て
る

た
め
に
佐
藤
信
義
宅
に
寓
居
し
た
折
り
、
定
常
が
引
っ
越
し
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る

様
子
が
う
か
が
わ
れ
、
生
活
面
で
も
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
定
常
は
後
年

『
愛
日
楼
文
詩
』
刊
行
（
文
政
十
二
年
）
の
中
心
と
な
っ
た
。『
愛
日
楼
全
集
』
の
な

か
で
定
常
と
の
関
係
を
示
す
文
と
し
て
は
、「
答
慎
斎
公
」（
愛
全
三
五
）・「
慎
斎
説
」

（
愛
全
一
六
）・「
得
月
亭
記
」（
享
和
元
年
、
愛
全
一
一
）・「
陶
白
堂
記
」（
享
和
二
年
、

愛
全
一
一
）・「
皞
斎
存
稿
序
」（
享
和
三
年
、
愛
全
六
）・「
天
山
公
菊
洞
賦
」（
享
和

三
年
、
愛
全
三
七
）・「
天
山
老
侯
第
八
女
碑
陰
記
」（
文
化
四
年
七
月
、
愛
全
二
三
）・

「
皞
斎
存
稿
跋
」（
愛
全
二
八
）・「
跋
楽
園
詩
後
」（
文
化
十
二
年
、
愛
全
二
八
）・「
跋

玉
露
公
女
哀
詞
巻
後
」（
文
政
八
年
、
愛
全
二
九
）・「
故
松
平
縫
殿
頭
諱
定
常
墓
誌
」

（
天
保
四
年
、
愛
全
二
二
）・「
故
縫
殿
頭
入
道
冠
山
源
公
墓
碑
銘
」（
天
保
四
年
、
愛

全
一
九
）
が
あ
る
。
こ
の
墓
碑
銘
に
よ
る
に
、
一
斎
と
定
常
と
は
述
斎
の
仲
介
で
交

友
を
結
ん
だ
よ
う
だ
。
な
お
小
谷
恵
造
『
池
田
冠
山
伝
』（
三
樹
書
房
、
一
九
九
〇

年
）
参
照
。

（
14
）『
僑
居
日
記
』
正
月
二
十
一
日
条
・
二
月
十
一
日
条
・
二
月
二
十
一
日
条
・
三
月
十
一
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日
条
、
つ
ま
り
一
の
日
に
姫
路
藩
邸
に
赴
い
た
記
事
が
見
え
る
。
そ
こ
で
一
斎
は
講

義
を
し
、
ま
た
世
子
の
質
問
に
答
え
て
い
る
。『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
忠
道
と
の

関
係
を
示
す
文
と
し
て
は
、「
呈
姫
路
侯
」（
文
化
三
年
、
愛
全
三
五
）
が
あ
る
。

（
15
）『
僑
居
日
記
』
正
月
二
十
一
日
条
・
二
月
四
日
条
・
二
月
十
一
日
条
・
二
月
二
十
一
日

条
・
三
月
十
一
日
条
・
三
月
二
十
一
日
条
に
は
、
藩
邸
に
赴
い
て
、
忠
篤
の
た
め
に

『
尚
書
』
を
講
じ
た
記
事
が
見
え
る
。『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
忠
篤
と
の
関
係
を

示
す
文
と
し
て
は
、「
題
牧
馬
図
」（
享
和
三
年
、
愛
全
二
七
）・「
印
匣
銘
」（
文
化
四

年
、
愛
全
三
九
）・「
故
周
防
守
水
野
君
墓
誌
銘
」（
文
化
十
三
年
、
愛
全
一
八
）
が
あ

る
。

（
16
）『
僑
居
日
記
』
二
月
六
日
条
に
は
、
京
都
ま
で
来
て
い
た
茶
山
が
、
そ
こ
に
い
た
伊

沢
子
琢
の
書
簡
に
託
し
て
こ
の
詩
画
の
序
を
依
頼
し
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山　

上
』（
福
武
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
五
二
四
～

五
二
五
頁
参
照
。
な
お
そ
の
後
の
両
者
の
交
際
に
つ
い
て
は
、
同
書
下
一
九
二
～

一
九
三
、二
二
〇
、二
四
六
、二
六
〇
、二
六
五
頁
参
照
。

（
17
）『
日
本
詩
話
叢
書
』
第
二
巻
（
鳳
出
版
、
一
九
七
二
年
）
所
収
。

（
18
）『
僑
居
日
記
』
正
月
十
九
日
条
・
二
月
五
日
条
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
河
村
元
善

編
（
谷
文
晁
画
）
の
『
名
山
図
譜
』
へ
の
序
文
「
名
山
図
叙
」（
文
化
元
年
、
愛
全

六
）
は
、
谷
文
晁
の
仲
介
依
頼
に
よ
り
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
19
）
十
月
と
い
う
の
は
、『
皇
考
故
儒
員
佐
藤
府
君
行
状
』
に
よ
る
も
の
だ
が
、
文
化
二

年
に
み
ず
か
ら
書
い
た
「
題
声
類
升
堂
記
」（
愛
全
二
七
）
に
は
「
余
以
二
文
化
乙
丑

十
一
月
一
承
二
乏
都
知
一
」
と
あ
る
。

（
20
）『
日
本
学
校
史
の
研
究
』
一
八
九
・
二
三
六
頁
。

（
21
）「
初
余
之
寓
二
於
楊
州
一
也
、
摂
二
其
私
塾
一
都
講
」（「
跋
快
烈
公
手
簡
後
」
愛
全
三
四
）

参
照
。
ま
た
林
家
塾
長
期
の
一
斎
に
入
門
し
た
森
正
名
の
「
聞
見
小
録
」（
寺
石
正
路

『
南
学
史
』
所
収
、
八
五
九
頁
）
に
は
、
一
斎
に
つ
い
て
「
八
代
洲
河
岸
林
大
学
頭
長

屋
に
居
る
林
家
の
都
講
と
称
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）「
大
学
頭
培
斎
林
先
生
嬪
貞
静
夫
人
赤
松
氏
墓
誌
」（
愛
全
二
二
）
と
「
貞
静
夫
人
碑

陰
記
」（
愛
全
二
四
、
と
も
に
天
保
十
年
、『
愛
日
楼
稿
本
』
所
収
）
に
は
、
末
尾
に

「
家
塾
長
佐
藤
坦
」
の
語
が
見
え
る
。
た
だ
し
『
愛
日
楼
全
集
』
で
は
削
ら
れ
て
い

る
。

（
23
）『
崇
文
叢
書
』
第
一
輯
之
七
（
崇
文
院
、
一
九
二
六
年
）
所
収
。

（
24
）『
日
本
詩
話
叢
書
』
第
二
巻
（
鳳
出
版
、
一
九
七
二
年
）
所
収
。

（
25
）「
題
古
文
孝
経
孔
伝
後
」「
題
五
行
大
義
後
」「
題
臣
軌
後
」「
題
楽
書
要
録
後
」「
題
両

京
新
記
後
」「
李
嶠
百
詠
跋
」（
以
上
、
愛
全
二
六
）、「
書
文
館
詞
林
後
」「
書
感
興
詩

注
後
」「
泰
軒
易
伝
跋
」「
左
氏
蒙
求
跋
」「
難
経
集
注
跋
」「
唐
才
子
伝
跋
」（
以
上
、

愛
全
二
七
）、「
古
本
蒙
求
跋
」「
玉
堂
類
稿
跋
」（
以
上
、
愛
全
二
八
）。

（
26
）（013K

W
1

）
本
を
（
Ａ
１
）、（013K

W
2

）
本
を
（
Ａ
２
）
と
す
る
。
こ
の
う
ち

「
王
代
」
の
と
こ
ろ
で
は
、（
Ａ
１
）
は
御
桃
園
ま
で
（
～
安
永
七
・
一
七
七
八
年
。
つ

ぎ
の
光
格
は
安
永
八
年
～
文
化
十
三
・
一
八
一
六
年
）
記
さ
れ
て
お
り
、（
Ａ
２
）
は

御
桃
園
の
つ
ぎ
に
今
上
皇
帝
と
あ
る
。「
清
朝
年
号
」
の
と
こ
ろ
で
は
、（
Ａ
１
）
は

道
光
（
一
八
二
一
～
五
〇
）
ま
で
と
、
つ
ぎ
の
咸
豊
・
同
治
と
の
筆
跡
が
異
な
っ
て

お
り
、（
Ａ
２
）
は
道
光
の
ま
え
の
嘉
慶
（
一
七
九
六
～
一
八
二
〇
）
ま
で
記
さ
れ
て

い
る
。「
治
世
年
号
」
の
と
こ
ろ
で
は
、（
Ａ
１
）
は
嘉
永
か
ら
慶
応
ま
で
は
明
ら
か

に
後
か
ら
加
え
た
も
の
と
わ
か
り
、
ま
た
文
政
（
一
八
一
八
～
二
九
）
ま
で
と
天
保

以
下
と
の
筆
跡
が
異
な
っ
て
お
り
、（
Ａ
２
）
は
文
化
（
一
八
〇
四
～
一
七
）
ま
で
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の
著
述
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
か
ら
同
十
三

年
（
一
八
一
六
）
の
間
に
一
応
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
27
）『
僑
居
日
記
』
正
月
十
五
日
条
・
正
月
十
九
日
条
・
二
月
四
日
条
・
二
月
十
三
日
条
に

そ
の
名
が
見
え
る
。
元
世
も
池
田
定
常
同
様
、
一
斎
の
引
っ
越
し
に
協
力
し
て
い
る
。

（
28
）
公
澄
関
連
と
し
て
、「
奉
謝　

日
光
大
王
賜
謁
啓
」（
享
和
三
年
、
愛
全
三
五
）
が
あ

る
。
そ
の
ほ
か
『
僑
居
日
記
』（
文
化
元
年
）
二
月
十
四
日
条
に
は
謁
見
の
記
事
が

見
え
る
。
公
猷
関
連
と
し
て
、「
奉
送　

日
光
大
王
覲　

京
兆
序
」（
文
化
十
年
三
月
、

愛
全
七
）
に
「
黷
二
侍
講
之
筵
一
者
、
有
レ
年
二
於
茲
一
矣
」
の
語
が
見
え
る
。
そ
の
ほ

か
「
憶
呦
斎
記
」（
文
化
十
三
年
三
月
下
旬
、
愛
全
一
二
）・「
逍
遥
園
詩
歌
巻
叙
」（
文

政
九
年
、
愛
全
八
）・「
逍
遥
園
記
」（
文
政
十
年
、
愛
全
一
三
）・「
逍
遥
園
歌
詩
巻
引
」

（
文
政
十
二
年
、
愛
全
四
〇
）・「
静
観
斎
記
」（
天
保
五
年
、
愛
全
一
三
）・「
棲
鸞
箏

記
」（
愛
全
一
三
）・「
東
台
准
后
舜
仁
親
王
和
歌
巻
匣
蓋
記
」（
愛
全
一
三
）・「
含
翠

軒
記
」（
天
保
十
一
年
、
愛
全
一
三
）・「
筆
匣
銘
」（
愛
全
三
九
）・「
硯
匣
銘
」（
愛
全

三
九
）・「
跋
嵐
渓
画
日
光
山
中
図
」（
安
政
三
年
、
愛
全
三
四
）
が
あ
る
。
公
紹
関
連

と
し
て
、「
堂
閣
選
名
説
」（
天
保
五
年
、
愛
全
一
七
）・「
東
台
新
宮
公
紹
親
王
和
歌

巻
匣
蓋
記
」（
愛
全
一
三
）
が
あ
る
。

（
29
）『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
資
愛
と
の
関
係
を
示
す
文
と
し
て
は
、「
題
寒
江
独
釣
図

後
」（
文
政
五
年
、
愛
全
二
九
）・「
題
南
洞
公
蹟
後
」（
弘
化
三
年
、
愛
全
三
二
）
が

あ
る
。『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
一
五
三
、三
五
七
～
三
五
八
頁
参
照
。

（
30
）
一
斎
と
山
陽
と
の
交
際
に
つ
い
て
は
、『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
一
五
八
～
一
六
七

頁
、
中
村
真
一
郎
『
頼
山
陽
と
そ
の
時
代
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
）

二
二
〇
、二
九
七
～
二
九
八
頁
参
照
。
な
お
『
愛
日
楼
全
集
』
巻
三
〇
に
は
、
山
陽
の

『
豊
公
論
』
に
跋
し
た
文
（
天
保
元
年
）
が
あ
る
。

（
31
）『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
六
四
五
頁
参
照
。

（
32
）『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
五
九
六
頁
参
照
。
ほ
か
に
『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
綱
条
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と
の
関
係
を
示
す
文
と
し
て
は
、「
格
斎
説
」（
愛
全
一
七
）
が
あ
る
。

（
33
）
文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料
』
巻
二
参
照
。

（
34
）『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』（
四
六
五
頁
）
で
は
、
伊
達
家
所
蔵
本
の
末
尾
に
「
此
編
応
二

高
遠
侯
索
一
録
呈　

佐
藤
坦
」
の
語
が
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）
高
瀬
代
次
郎
は
、
内
藤
金
次
郎
が
示
し
た
清
末
藩
旧
臣
所
蔵
の
一
斎
書
簡
に
よ
る
と
、

一
斎
へ
の
政
治
向
き
に
関
す
る
相
談
、
善
窩
記
作
文
依
頼
、
時
器
測
法
跋
語
依
頼
、

同
測
法
研
究
に
つ
き
一
斎
が
渋
川
某
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
、
一
斎
よ
り
『
大
学
』

板
木
借
の
申
し
込
み
、
一
斎
へ
の
犯
罪
者
の
判
決
文
や
養
子
縁
組
に
関
す
る
相
談
、

『
四
書
大
全
弁
』
の
代
価
の
問
い
合
わ
せ
、
一
斎
よ
り
半
紙
十
束
の
注
文
な
ど
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
、
藩
の
上
下
と
親
密
な
関
係
が
あ
っ
た
と
言
う
。
ま
た
藩
士
渡
辺

東
里
も
一
斎
門
で
あ
り
（「
清
末
渡
辺
亥
甫
云
々
」
天
保
九
年
、
愛
全
五
四
）、
家
老

平
野
一
学
、
侍
医
南
部
順
庵
も
一
斎
と
親
交
が
厚
か
っ
た
こ
と
を
言
う
（
五
九
八
～

六
〇
四
頁
）。『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
元
世
と
の
関
係
を
示
す
文
と
し
て
は
、「
我

為
我
軒
説
」（
天
保
四
年
、
愛
全
一
七
）・「
善
窩
説
」（
天
保
十
三
年
、
愛
全
一
七
）・

「
故
毛
利
氏
讃
岐
守
諱
元
世
墓
誌
」（
弘
化
二
年
、
愛
全
二
二
）・「
蘿
月
間
寄
跋
」（
愛

全
三
三
）・「
題
清
末
侯
筆
蹟
末
」（
愛
全
三
四
）
が
あ
る
。

（
36
）『
弘
道
館
記
』
と
一
斎
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
佐
藤
一
斎
と
後
期
水
戸
学
ー

『
弘
道
館
記
』
の
成
立
過
程
ー
」（『
日
本
思
想
史
学
』
第
二
七
号
、
一
九
九
五
年
）
参

照
。

（
37
）『
陽
明
学
』
第
三
号
（
二
松
学
舎
大
学
陽
明
学
研
究
所
刊
、
一
九
九
一
年
）
に
樹
神

弘
氏
が
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
発
の
佐
藤
信
義
（
新
蔵
）
宛
て
の
書
状
が
岩

村
城
中
で
公
表
さ
れ
、
そ
れ
を
藩
士
福
島
茂
左
衛
門
（
良
直
）
が
書
き
留
め
た
も
の

で
あ
る
。「
こ
の
時
の
御
老
中
水
野
越
前
守
様
な
り
。
越
前
守
殿
躑
躅
之
間
に
て
仰
渡

せ
ら
る
。
松
平
能
登
守
家
来
、
佐
藤
新
蔵
厄
介
、
佐
藤
捨
蔵
、
召
出
さ
れ
儒
者
を
仰

せ
付
け
ら
る
。
御
切
米
弐
百
俵
を
下
せ
ら
る
。
こ
の
時
の
若
年
寄
堀
田
摂
津
守
様
な

り
。
摂
津
守
、
新
部
屋
に
て
御
書
付
御
渡
し
。
佐
藤
捨
蔵
、
依
田
源
太
左
衛
門
跡
御

役
宅
へ
引
越
し
、
学
問
所
教
授
勤
め
ら
る
べ
く
候
。
御
手
当
十
五
人
扶
持
下
し
お
か

れ
、
右
相
勤
め
候
内
は
、
席
順
大
御
番
の
上
、
心
得
ら
る
べ
く
候
。
辛
丑
十
一
月
廿

六
日
」。

（
38
）
以
上
『
日
本
教
育
史
資
料
』
巻
七
、
石
川
謙
『
日
本
学
校
史
の
研
究
』
参
照
。

（
39
）
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
九
月
か
ら
学
問
吟
味
が
、
翌
年
十
一
月
か
ら
は
素
読
吟
味

が
始
ま
っ
た
が
、
幕
府
儒
者
は
そ
の
試
験
官
を
務
め
た
。
橋
本
昭
彦
『
江
戸
幕
府
試

験
制
度
史
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

（
40
）
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
か
ら
官
版
の
刊
行
が
始
ま
る
が
、
印
刷
は
、
儒
者
が
管

轄
し
て
い
た
昌
平
坂
学
問
所
内
の
官
板
所
で
行
わ
れ
た
。
福
井
保
『
江
戸
幕
府
刊
行

物
』（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
）
参
照
。

（
41
）
拙
稿
「
検
閲
と
幕
府
儒
者
ー
天
保
改
革
の
文
教
政
策
ー
」（『
歴
史
』
第
一
三
〇
輯
、

二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
42
）「
幕
府
学
問
所
構
内
総
絵
図
」（
弘
化
元
年
七
月
、『
日
本
教
育
史
資
料
』
所
収
）
に
よ

る
。

（
43
）『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
六
二
四
～
六
二
五
頁
。
一
斎
は
天
保
十
一
年
、
定
通
の
漢

詩
遺
稿
集
の
た
め
に
「
聿
修
館
遺
稿
序
」（
愛
全
九
）
を
代
作
し
て
い
る
。
松
山
藩

儒
と
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、「
熊
台
詩
鈔
叙
」（
文
政
八
年
、
杉
山
熊
台

〈
一
七
五
五
～
一
八
二
二
〉、
愛
全
八
）、「
鈴
木
君
碑
陰
記
」（
文
政
八
年
、
鈴
木
栗
里

〈
一
七
八
七
～
一
八
二
五
〉、
愛
全
二
四
）
が
あ
る
。

（
44
）『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
勝
善
と
の
関
係
を
示
す
文
と
し
て
は
、「
聿
修
館
遺
稿
序
」

（
天
保
十
一
年
、
愛
全
九
）
が
あ
る
。『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
六
二
六
～
六
二
八
頁

参
照
。

（
45
）『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
六
三
三
～
六
三
四
、六
三
六
頁
参
照
。

（
46
）『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
直
正
と
の
関
係
を
示
す
文
と
し
て
は
、「
虚
受
楼
記
」（
天

保
十
三
年
、
愛
全
一
四
）・「
呈
佐
嘉
少
将
公
」（
弘
化
三
年
、
愛
全
三
五
）
が
あ
る
。

『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
六
二
八
～
六
三
二
頁
参
照
。
ま
た
嘉
永
四
年
の
項
記
載
の
拙

稿
参
照
。

（
47
）
弘
化
元
年
七
月
、
オ
ラ
ン
ダ
軍
艦
が
長
崎
に
来
航
し
て
開
国
を
勧
告
す
る
国
王
の
親

書
を
伝
え
た
。
翌
年
六
月
に
な
っ
て
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
国
王
に
返
書
を
送
り
、
こ
の

勧
告
を
拒
否
し
て
い
る
。
こ
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
国
へ
の
書
簡
と
は
、
こ
の
返
書
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
返
書
は
大
学
頭
林
檉
宇
が
作
成
し
た
が
、
侗
庵
と
一
斎
は
と
も
に
そ

れ
を
助
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
時
服
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
48
）『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
六
〇
四
頁
参
照
。

（
49
）『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
茲
監
と
の
関
係
を
示
す
文
と
し
て
は
、「
潜
龍
舎
説
」（
弘

化
二
年
、
愛
全
一
七
）・「
不
愧
軒
説
」（
弘
化
四
年
、
愛
全
一
七
）
が
あ
る
。『
佐
藤

一
斎
と
其
門
人
』
六
三
三
、六
三
六
～
六
三
七
頁
参
照
。

（
50
）『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
宗
城
と
の
関
係
を
示
す
文
と
し
て
は
、「
宇
和
嶋
侯
書
画

錦
堂
記
跋
」（
弘
化
元
年
、
愛
全
三
二
）・「
九
思
書
院
記
」（
嘉
永
四
年
、
愛
全
一
四
）

が
あ
る
。『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
六
三
七
～
六
三
九
頁
参
照
。
ま
た
嘉
永
四
年
の
項

記
載
の
拙
稿
参
照
。

（
51
）『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
六
四
〇
～
六
四
三
頁
参
照
。

（
52
）
筒
井
政
憲
は
弘
化
二
年
七
月
か
ら
嘉
永
七
年
七
月
ま
で
学
問
所
御
用
掛
で
あ
り
、
林

復
斎
も
天
保
九
年
か
ら
嘉
永
六
年
に
大
学
頭
に
な
る
ま
で
同
掛
で
あ
っ
た
。

（
53
）
古
賀
茶
渓
（
一
八
一
六
～
八
四
、
在
任
一
八
四
七
～
五
五
）
は
侗
庵
を
継
い
で
弘
化
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四
年
三
月
か
ら
、
安
積
艮
斎
（
一
七
九
一
～
六
〇
、
在
任
一
八
五
〇
～
六
〇
）
は
嘉

永
三
年
三
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
幕
府
儒
者
と
な
っ
て
い
る
。

（
54
）
松
崎
純
倹
（
？
～
一
八
五
四
、
在
任
一
八
四
三
～
五
四
、
通
称
は
満
太
郎
、
号
は
柳り

ゅ
う

浪ろ
う

）
は
林
述
斎
の
門
下
で
あ
り
、
天
保
十
四
年
九
月
に
幕
府
儒
者
と
な
っ
て
い
る
。

（
55
）
林
晃ひ

か
る

（
在
任
一
八
五
三
～
五
四
、
号
は
鴬お

う

渓け
い

）
は
林
復
斎
の
子
で
、
嘉
永
六
年
六
月

に
幕
府
儒
者
と
な
っ
て
い
る
。

（
56
）『
愛
日
楼
全
集
』
の
な
か
で
高
猷
と
の
関
係
を
示
す
文
と
し
て
は
、「
刻
資
治
通
鑑
跋
」

（
嘉
永
二
年
、
愛
全
三
三
）
が
あ
る
。
ま
た
嘉
永
四
年
の
項
記
載
の
拙
稿
参
照
。

（
57
）
木
村
裕
堂
（
？
～
一
八
五
九
、
在
任
一
八
五
五
～
五
九
）
は
安
政
二
年
九
月
に
幕
府

儒
者
と
な
っ
て
い
る
。
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